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主な内容　p2-3市長選挙結果、新市長就任あいさつ　p4かぼちゃ
公園改修工事　p5市長への手紙　p6介護保険料の改定　p7男女
共同参画　p8ねんきん定期便の送付　など

表紙　5月1日、田口市長初登庁。
沢山の方の出迎えの中、登庁しま
した。（関連記事p3）
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稲
敷
市
長
選
挙
結
果

４
月
12
日
、
市
内
27
か
所
で
稲
敷
市

長
選
挙
が
行
わ
れ
、
同
日
午
後
９
時

か
ら
江
戸
崎
体
育
館
で
開
票
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
市
長
に
は
田
口
久
克

（
た
ぐ
ち
・
ひ
さ
か
つ
）氏
の
当
選
が
決

ま
り
ま
し
た
。

任
期
：
平
成
21
年
５
月
１
日
か
ら
平

成
25
年
４
月
30
日
ま
で
の
４
年
間

●
稲
敷
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
江
戸

崎
庁
舎
総
務
課
内
）
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０（
内
線
２
２
０
９
）

選挙当日の有権者数

男	 19,259人
女	 19,697人
合計	38,956人

開票結果
平成21年4月12日 午後10時9分確定

届出番号	 党派	 候補者名	 	 得票数
2	 無所属	 田口ひさかつ	 14,393票
1	 無所属	 たかぎ功	   9,542票

投票状況（期日前投票、不在者投票を含む）

江戸崎地区	 新利根地区	 桜川地区	 東地区	 合計
8,461人	 4,313人	 4,321人	 7,081人	 24,176人
55.13％	 56.16％	 75.58％	 69.34％	 62.06％



去
る
４
月
12
日
に
執
行
さ
れ
た

稲
敷
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
ご
信

任
を
賜
り
、
稲
敷
市
第
２
代
目

の
市
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
私
は
稲
敷
市
（
旧
桜
川
村
）
出

身
で
、
常
々
「
稲
敷
に
は
潜
在

力
が
あ
る
。資
源
が
あ
り
、
人

材
も
豊
富
で
あ
る
。今
後
、
更

に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
郷
土
へ
の
熱
い
思
い
を

市
民
の
皆
様
に
一
生
懸
命
に
語

り
、
ま
た
、
多
く
の
方
々
か
ら

「
こ
の
稲
敷
を
豊
か
に
し
て
ほ

し
い
」「
生
活
に
安
心
を
与
え

て
ほ
し
い
」
と
の
ご
要
望
や
ご

助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
の
仕
事
は
、
市
民
の
皆
様

の
税
金
を
預
か
り
、
効
果
的
、

効
率
的
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
本
市
の
財
政
事
情
か
ら

し
て
も
、
一
層
の
行
財
政
改
革

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
徹
底
的
に
無
駄
を
省
き
な
が

ら
不
断
の
改
善
を
行
い
、
住
民

福
祉
の
増
進
に
向
け
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
世
界
は
百
年
に
一
度

と
言
わ
れ
る
不
況
の
ま
っ
た
だ

中
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
厳
し
い

状
況
に
あ
る
の
は
稲
敷
市
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。日
本
中
が
、

い
や
世
界
中
が
等
し
く
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
今
こ
そ

歴
史
の
大
転
換
期
、
す
な
わ
ち

百
年
に
一
度
の
不
況
は
我
々
人

類
へ
の
あ
り
が
た
い
警
告
と
捉

え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。

危
機
だ
、
激
変
だ
と
立
ち
す
く

む
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
る
転
換
点
と
考
え

る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
さ
に
、
私
た
ち
が
自
己
改

革
を
遂
げ
、
新
た
な
価
値
観
、

社
会
シ
ス
テ
ム
の
も
と
力
強
く

邁
進
す
る
稲
敷
市
を
形
づ
く
る

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
そ
う
し
た
意
味
で
私
は
、
稲

敷
市
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

描
く
に
あ
た
っ
て
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
「
今
こ
そ
、
変
え

よ
う
稲
敷
市
」「
市
民
が
主
役

の
市
政
」
と
し
、
稲
敷
市
を
元

気
に
す
る
た
め
行
政
が
先
頭
に

立
ち
、
自
ら
の
手
で
時
代
を
切

り
開
き
つ
つ
一
方
で
は
、
市
民

の
皆
様
を
は
じ
め
、
民
間
の
力

を
お
借
り
し
な
が
ら
、
市
政
発

展
に
向
け
て
全
身
全
霊
を
傾
け

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
４
年
間
、
稲
敷
市
の
市

政
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
市
民
か
ら
選
ば
れ
た
者
と

し
て
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛

感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

常
に
４
万
７
千
余
の
市
民
の
皆

様
の
幸
せ
を
願
い
、
公
正
・
公

平
な
運
営
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

ど
う
か
、
皆
様
の
更
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今こそ、変えよう稲敷市
　　　市民が主役の市政

市長就任のごあいさつ

田口市長初登庁
４月12日の市長選挙で当選した田口久克市
長が、5月1日に初登庁しました。午前9時
30分、市民の皆さん方や職員に拍手で迎え
られながら、市長の記章を玄関で胸にして市
長室へ。その後、庁舎会議室で記者会見と、市
幹部職員を前にして初訓示を行い、田口市制
のスタートを切りました。
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リバーサイド公園改修工事スタート
工事期間中の公園使用停止のお知らせ

江戸崎地区市街地に隣接するリバーサイド公園は、通称「かぼちゃ公園」と呼ば
れ、地元市民はもとより広い範囲からの来訪者に親しまれている都市公園です。
近年、地盤沈下などによる遊具などの施設の老朽化が著しく進み、安全性を考慮
した施設の更新が課題となり、市では平成19年度から国土交通省所管の「まち
づくり交付金」を活用した公園施設の改修計画を検討してきました。
　この度工事設計が完成し、今年の夏からいよいよ工事がスタートしますので、
公園整備の概要についてお知らせいたします。
●稲敷市都市計画課（東庁舎）　☎ 029-892-2000（内線 5702）

▪
工
事
期
間
中
の
公
園
使

用
の
停
止
に
つ
い
て

リ
バ
ー
サ
イ
ド
公
園
の
改
修
工

事
は
、
本
年
夏
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
平
成
23
年
度
に
完
了
す
る

予
定
で
す
。

　
大
ま
か
な
工
事
内
容
と
し
て

は
、
現
在
の
老
朽
施
設
の
撤
去

か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
園
内
の

造
成
工
事
、
小
野
川
堤
防
へ
の

橋
梁
設
置
や
園
路
工
事
、
植
栽
、

遊
具
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
工
事
が
始
ま
る
と
、
本
年
度

に
つ
い
て
は
公
園
内
は
立
入
禁

止
と
な
り
ま
す
。利
用
者
の
皆

さ
ん
、
そ
し
て
周
辺
の
皆
さ
ん

に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
来
年
度
に
は
完
成
し

た
部
分
か
ら
順
次
公
園
施
設
を

一
般
開
放
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
そ
の
都
度
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

▪
皆
さ
ん
の
声
が
盛
り
込

ま
れ
た
改
修
の
基
本
方
針

公
園
改
修
の
計
画
づ
く
り
に
あ

た
っ
て
、
様
々
な
分
野
で
本
公

園
に
関
わ
り
を
持
つ
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
数
か
月
に
お
よ
ぶ
熱
心
な
議

論
を
通
し
て
、
次
の
４
項
目
が

改
修
に
向
け
た
基
本
方
針
と
な

り
ま
し
た
。

● 

安
全
・
安
心
で
ほ
っ
と
す

る
公
園

● 

誰
も
が
楽
し
め
る
出
会
い

と
賑
わ
い
の
公
園

● 

地
域
の
魅
力
を
満
喫
で
き

る
み
ん
な
の
公
園

● 

自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
広
々

と
し
た
公
園

▪
利
用
者
に
や
さ
し
い

ゾ
ー
ニ
ン
グ

市
で
は
、
改
修
に
向
け
た
基
本

方
針
を
基
に
、
実
際
の
改
修
整

備
に
向
け
た
実
施
設
計
の
作
成

を
、
昨
年
度
関
係
機
関
と
の
協

議
を
重
ね
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
ま
と
ま
っ
た
設

計
内
容
を
示
し
た
も
の
が
、
ペ

ー
ジ
冒
頭
の
鳥
ち
ょ
う

瞰か
ん

図
（
イ
メ
ー

ジ
図
）で
す
。特
徴
と
し
て
、
公

園
内
を
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
、
芝

生
広
場
ゾ
ー
ン
、
遊
具
広
場
ゾ

ー
ン
な
ど
テ
ー
マ
毎
に
ゾ
ー
ン

分
け
し
て
い
る
こ
と
や
、
小
野

川
と
の
親
水
性
の
確
保
に
も
配

慮
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
身
障

者
・
高
齢
者
支
援
ゾ
ー
ン
の
設

置
や
、
サ
イ
ク
ル
・
ス
ケ
ボ
ー

ゾ
ー
ン
の
設
置
、
更
に
は
安
全

対
策
と
し
て
幼
児
が
容
易
に
川

面
に
近
づ
か
な
い
よ
う
園
内
に

柵
を
設
け
る
な
ど
、
様
々
な
利

用
者
に
配
慮
し
た
設
計
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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まちづくりにあなたの声を
市長への手紙
市民の皆さまのご意見・ご提案をお願いします

「
市
長
へ
の
手
紙
（
住
民
提
案
カ

ー
ド
）」
は
、
皆
様
の
声
を
反
映

さ
せ
た
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
的
に
し
た
、
手
紙
に
よ

る
提
案
制
度
で
す
。

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」は
、
年
２

回
広
報
紙
に
折
り
込
む
と
と
も

に
、
市
役
所
各
庁
舎
を
は
じ
め

公
民
館
な
ど
市
の
施
設
に
置
い

行財政
　人口問題への対応　	 2件
　健全な自治体経営の推進	 10件
　公共施設の管理と適正配置	 10件
　広報・広聴	 3件
住民参画
　市民活動の推進	 1件
教育・文化
　義務教育	 9件
　生涯学習の推進	 4件
　スポーツの振興	 1件
保健・福祉
　地域福祉	 1件
　高齢者福祉	 1件
　障害者福祉	 2件
　子育て支援の充実	 1件
　地域医療体制の充実	 3件
　国民健康保険・国民年金	 	 1件
産業
　農業・水産業の振興	 1件

平成20年度「市長への手紙」内容別集計

　商業の振興	 1件
都市基盤・生活環境
　住宅・住環境	 5件
　道路	 7件
　公共交通	 6件
　公園・緑地	 2件
　上水道	 1件
　生活排水対策	 3件
　防災	 4件
　消防・救急	 1件
　交通安全	 2件
　消費生活	 1件
　地域情報化	 2件
環境保全・自然環境
　地球環境の保全と循環型社会の構築	 3件
　自然環境・霞ヶ浦の保全と活用	 1件
　公害対策・環境美化の推進	 7件

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。ま
た
、
提
案
者
に
は
で
き

る
限
り
文
書
な
ど
で
回
答
し
て

い
ま
す
。

　
昨
年
４
月
か
ら
今
年
３
月
ま

で
に
寄
せ
ら
れ
た
78
通
96
件
の

内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

（
一
つ
の
手
紙
に
複
数
の
提
案
な
ど

が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
紙
の
数
と

提
案
数
は
一
致
し
ま
せ
ん
）

　

ご
提
案
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

●
稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
（
江
戸

崎
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
２
４
０
０
）

て
あ
り
ま
す
。稲
敷
市
の
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
日

ご
ろ
市
民
の
皆
様
が
考
え
て
い

る
こ
と
、
望
ん
で
い
る
こ
と
な

ど
、
今
年
も
沢
山
の
手
紙
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
か
ら
届
い
た
手
紙
は
、

す
べ
て
市
長
が
読
み
、
関
係
各

課
に
回
付
し
、
市
政
運
営
の
参
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介護保険制度は、高齢者の安心した暮らしには
欠かせない制度です。
　現在、稲敷市民の４人に１人が65歳以上の
高齢者。このような状況の中、３年ごとに介護
保険事業計画が見直されていますが、このほど
65歳以上の皆様に納めていただく平成21年
度から23年度までの介護保険料が決まりまし
たので、お知らせします。
　より良い高齢社会を築くために、これからも
皆様のご理解とご協力をよろしくお願いしま
す。

●稲敷市高齢福祉課（新利根庁舎）
☎ 0297-87-3342

65歳以上の介護保険料が変わります
平成21年度から23年度までの保険料が決まりました

保険料段
階区分 対象者

年額保険料
改定前（平成
18〜20年度）

改定後（平成
21〜23年度）

第１段階

▶生活保護を受給してい
る人
▶老齢福祉年金の受給者
で、本人および世帯全員が
住民税非課税の場合

14,400円 18,700円

第２段階
本人および世帯全員が住
民税非課税で、合計所得金
額＋課税年金収入額が80
万円以下の人

14,400円 18,700円

第３段階
本人および世帯全員が住
民税非課税で、第２段階以
外の人

21,600円 28,100円

第４段階
本人が住民税非課税（世帯
内に住民税課税者がいる場
合）

28,800円 37,500円

第５段階
本人が住民税課税で合計
所得金額が200万円未満
の人

36,000円 46,900円

第６段階
本人が住民税課税で合計
所得金額が200万円以上
の人

43,200円 56,300円

介護報酬改定に伴う保険料上昇分は、交付金（国費）により軽減され
ています。

 

保
険
料
の
納
め
方

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天

引
き
）　

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上

の
人　

年
金
の
定
期
支
払
い
（
年
６
回
）

の
際
に
、
介
護
保
険
料
が
あ
ら

か
じ
め
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　
仮
徴
収（
４
月
・
６
月
・
８
月
）

の
期
間
は
、
２
月
の
徴
収
額
と

同
額
で
賦
課
さ
れ
、
住
民
税
が

決
定
さ
れ
て
か
ら
、
本
徴
収

（
10
月
・
12
月
・
２
月
）の
保
険
料

で
調
整
さ
れ
ま
す
。

普
通
徴
収
（
納
付
書
に
よ
る

納
付
）　

年
金
が
年
額
18
万
円
未
満

の
人　

稲
敷
市
が
送
付
す
る
納
付
書
を

持
っ
て
、
稲
敷
市
指
定
の
金
融

機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

暫
定
賦
課
（
１
期
・
２
期
）
期
間

は
、
前
年
度
の
保
険
料
段
階
区

分
の
６
分
の
１
額
が
賦
課
さ
れ

住
民
税
が
決
定
さ
れ
て
か
ら
、

本
算
定（
３
期
・
４
期
・
５
期
・
６

期
）
の
保
険
料
で
調
整
さ
れ
ま

す
。

　
な
お
、
年
度
途
中
で
65
歳
に

４月 6月 8月 10月 12月 2月

仮徴収
前年度2月の保険
料額と同額を仮に
納めます

本徴収
前年の所得などを
もとにした年額保
険料から仮徴収分
を除いた額を納め
ます

特別徴収（年金から天引き）

1期
（４月）

2期
（6月）

3期
（8月）

4期
（10月）

5期
（12月）

6期
（2月）

暫定
前年度の保
険料段階区
分の額を仮
に納めます

本算定
前年の所得などをもとに
した年額保険料から暫定
分を除いた額を納めます

普通徴収（納付書による納付） な
っ
た
人
や
、
他
の
市
町
村

か
ら
転
入
し
て
き
た
人
な
ど

も
稲
敷
市
か
ら
送
付
さ
れ
る

納
付
書
に
て
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

口
座
振
替
が
便
利
で
す
！

（
65
歳
を
迎
え
る
方
・
現
在
、納

付
書
で
納
め
て
い
る
方
へ
）

口
座
振
替
に
す
る
と
、
納
め
に

行
く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ

の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。次
の

も
の
を
持
っ
て
、
稲
敷
市
指
定

の
金
融
機
関
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
保
険
料
の
納
付
書

▼
預（
貯
）金
通
帳

▼
印
鑑（
通
帳
届
け
出
印
）

こ
れ
ら
を
持
っ
て
稲
敷
市
指
定

の
金
融
機
関
で
手
続
き
を
！
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男女共同参画とは、女性にとっても男性にとっても
幸せな社会をつくっていくことです。
　男性も女性も心を合わせ協力し合い、美しいハー
モニーを奏でながらともに歩んでいきましょう 。

●稲敷市秘書広聴課女性行政係（江戸崎庁舎）
☎ 029-892-2000（内線 2403）
FAX 029-893-0388

女
ひと
と男
ひと
のハーモニー　Vol_13

男女共同参画社会を目指して　

					     6月23日（月）から29日（日）は
				     		    男女共同参画週間です

	 平成21年度の標語（内閣府公募による）

	 共同参画　新たな社会の　パスワード
「男女共同参画週間」です。
男女共同参画社会基本法の公布・施行日である平成 11年 6月 23日を踏まえたものです。
男性と女性が職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能力を発揮できる「男女共
同参画社会」の実現に向けて、皆さん一人ひとりの取り組みが大切です。
私たちのまわりの男女のパートナーシップについて、この機会に考えてみませんか？

	 男の料理教室
	 かんたん・男のクッキング！

女と男いなしき蒼風の会では、啓発セミナーとして「男の料
理教室」を開催します。家族や自分のために、料理初心者の方
もこの機会に料理をしてみませんか？
　お気軽にお申し込みください。
▶日時：6月21日（日）午前9時30分〜午後1時30分
▶場所：ふれあいセンター栄
養指導室
▶定員：20人（申込順）
▶材料費：500円
▶ご用意いただくもの
米１合・エプロン・三角巾（バ
ンダナ）・筆記用具など
▶申込方法：6月10日（水）ま
でに電話またはFAXで秘書広
聴課女性行政係までお申し込
みください。

公開講演会のおしらせ
ワーク・ライフ・バランス推
進事業（無料）

▶日時：７月４日（土）午後1時30分〜3
時
▶場所：レイクエコー（行方市宇崎1389）
▶演題：私は仕事も家庭も決してあきら
めない
▶講師：（株）東レ経営研究所代表取締役
社長／佐々木 常夫（ささき つねお）
▶定員：308人
▶申込方法：電話またはFAXで、レイク
エコーまたは秘書広聴課までお申し込み
ください。
●レイクエコー　☎0299-73-2300
　	 	 FAX0299-73-3925
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４月から社会保険庁は、国民年金および厚生年金に加入している方
に、「ねんきん定期便」の送付を始めます。
　これは、加入者一人ひとりに対し、保険料納付実績や年金額の見込
など、年金に関する個人情報を分かりやすくお知らせするためのもの
です。

●土浦社会保険事務所　☎ 029-824-7121
●稲敷市保険課年金係（桜川庁舎）　☎ 029-892-2000（内線 4609）

ねんきん定期便の送付を開始
毎年の誕生月に送付します　

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」は
、
現
役

世
代
、
特
に
若
い
世
代
の
方
に

保
険
料
負
担
と
年
金
給
付
の
関

係
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
毎
年
の
誕
生

月
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

定
期
便
の
通
知
内
容

1 

年
金
加
入
期
間（
加
入
月
数
、

納
付
済
月
数
な
ど
）

2 

50
歳
未
満
の
方
に
は
加
入

実
績
に
応
じ
た
年
金
見
込
額
、

50
歳
以
上
の
方
に
は
将
来
の
年

金
見
込
額
（
年
金
受
給
中
の
方
に

は
年
金
見
込
額
は
通
知
さ
れ
ま
せ

ん
）

3 
保
険
料
の
納
付
額
（
加
入
者

負
担
分
累
計
）

4 

年
金
加
入
履
歴（
加
入
制
度
、

事
業
所
名
、加
入
者
資
格
取
得
・
喪

失
年
月
日
な
ど
）

5 

厚
生
年
金
の
全
て
の
期
間

の
月
毎
の
標
準
報
酬
月
額
、
賞

与
額
、保
険
料
納
付
額

6 

国
民
年
金
の
全
て
の
期
間

の
月
毎
の
保
険
料
納
付
状
況

（
納
付
、未
納
、免
除
な
ど
の
別
）

※
22
年
度
以
降
に
お
い
て
は
、

1
～
3
に
つ
い
て
は
更
新
し
て

通
知
さ
れ
、
5
、
6
に
つ
い
て

は
直
近
１
年
分
が
通
知
さ
れ
ま

す
。ま
た
、節
目
年
齢（
35
歳
、45

歳
、
58
歳
）の
方
々
に
は
、
21
年

度
と
同
じ
内
容
の
も
の
が
更
新

し
て
通
知
さ
れ
ま
す

送
付
用
封
筒

年
金
記
録
に
も
れ
や
誤
り
が
あ

る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
オ
レ

ン
ジ
色
の
封
筒
で
、
そ
れ
以
外

の
方
に
は
水
色
の
封
筒
で
お
送

り
し
ま
す
が
、
ど
ち
ら
の
封
筒

を
受
け
取
っ
た
場
合
で
も
必
ず

内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

定
期
便
に
同
封
さ
れ
る

も
の

① 

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
ご

回
答
い
た
だ
い
て
い
な
い
方
に

は
、
回
答
を
お
願
い
す
る
文
書

を
同
封
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。特

に
、
ご
本
人
の
も
の
で
あ
る
可

能
性
の
高
い
加
入
記
録
が
あ
る

方
に
は
、
そ
の
加
入
期
間
の
取

得
ま
た
は
喪
失
の
年
月
日
な
ど

の
「
お
知
ら
せ
」
を
同
封
し
て

あ
り
ま
す
。

② 

19
年
度
に
送
付
さ
れ
た「
ね

ん
き
ん
特
別
便
」（
名
寄
せ
特
別

便
）に「
訂
正
な
し
」と
回
答
さ

れ
た
方
の
う
ち
、
ご
本
人
の
も

の
で
あ
る
可
能
性
の
高
い
加
入

記
録
が
あ
る
方
に
は
、
そ
の
加

入
期
間
の
取
得
ま
た
は
喪
失
の

年
月
日
な
ど
の
「
お
知
ら
せ
」

を
同
封
し
て
あ
り
ま
す
。

③ 

厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が

あ
る
方
の
う
ち
、
標
準
報
酬
月

額
な
ど
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
訂
正

ま
す
。

▽
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
：
０
５
７
０
︲
０
５
８
︲

５
５
５
／
０
３
︲
６
７
０
０
︲

１
１
４
４　
▽
受
付
時
間
：
午

前
９
時
～
午
後
８
時
／
月
～
金

曜
日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

／
第
二
土
曜
日　
※
祝
日
お
よ

び
年
末
年
始
を
の
ぞ
く

青色の
回答票

上記①、③の文書、お知らせ
が同封された方および58歳
の方に送付

年金加入記録について、もれ
や誤りの有無にかかわらず、
必ず回答してください

白色の
回答票

上記②のお知らせが同封さ
れた方および上記①、③の文
書、お知らせが同封されてい
ない方に送付

年金加入記録について、もれ
や誤りがあったときのみに
回答してください

年金加入記録回答票
「ねんきん定期便」には、加入記録を確実なものにするための「年金
加入記録回答票」が同封されています。この回答票には次の二種類
が用意されています。

し
た
事
跡
が
あ
る
方

に
は
、
該
当
す
る
加

入
記
録
に
つ
い
て
の

「
お
知
ら
せ
」
を
同

封
し
て
あ
り
ま
す
。

分
か
ら
な
い
こ

と
や
疑
問
が
あ

る
場
合

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

に
つ
い
て
、
回
答
前

に
わ
か
ら
な
い
こ
と

や
疑
問
が
あ
る
場
合

は
、
左
記
の
電
話
番

号
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。ま
た
、
お

近
く
の
社
会
保
険
事

務
所
ま
た
は
年
金
相

談
セ
ン
タ
ー
で
も
相

談
を
受
け
付
け
て
い

広報稲敷平成21年6月号　8



定
額
給
付
金
の
申
請
手
続
き

　
申
請
期
限
は
９
月
24
日
で
す

1 

国
や
市
町
村
が
、Ａ
Ｔ
Ｍ
の

操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

2 

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し

て
、
お
金
を
振
込
ん
で
も
ら
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

3 
国
や
市
町
村
が
、給
付
金
支

給
の
た
め
に
手
数
料
の
振
込
み

を
求
め
た
り
、
受
取
り
に
う
か

が
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
稲
敷
市
定
額
給
付
金
給
付
事

業
本
部
（
江
戸
崎
庁
舎
）　
☎
０

２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
２
２
０
７
）

▽
部
長
＝
卯
月
好
男
（
江
戸
崎

地
方
衛
生
土
木
組
合
事
務
局
長
）

■ 

保
健
福
祉
部

▽
部
長
＝
宇
佐
美
嘉
一
（
市
長

公
室
長
）

■ 

産
業
建
設
部

▽
下
水
道
課
：
課
長
＝
松
本
武

夫（
総
務
課
長
）

■ 

教
育
委
員
会

▽
教
育
総
務
課
：
課
長
補
佐
＝

伊
藤
知
也
（
秘
書
広
聴
課
政
策
審

議
室
課
長
補
佐
）

■ 

会
計
課

▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
＝

飯
塚
雅
江（
会
計
課
長
）

■ 

派
遣
な
ど

▽
江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合

事
務
局
長
＝
川
崎
泰
治
（
総
務

部
長
）

■ 

退
任（
４
月
31
日
付
）

▽
副
市
長
＝
大
貫
勇　
▽
収
入

役
＝
根
本
忠
幸

●
稲
敷
市
総
務
課
人
事
給
与
係

（
江
戸
崎
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
２

２
１
０
）

そ
の
他

１
人
あ
た
り
１
２
０
０
０
円

■ 

受
給
方
法

口
座
振
込

提
出
さ
れ
た
申
請
書
お
よ
び
必

要
書
類
を
確
認
後
、
申
請
者
が

指
定
し
た
口
座
へ
振
込
む
た
め

の
手
続
き
を
開
始
し
ま
す
。

現
金
支
給

提
出
さ
れ
た
申
請
書
お
よ
び
必

要
書
類
を
確
認
後
、
申
請
者
が

指
定
し
た
場
所
で
の
現
金
を
支

給
す
る
た
め
の
手
続
き
を
開
始

し
ま
す
。な
お
、
申
請
か
ら
給

付
ま
で
は
、
１
か
月
程
度
を
要

し
ま
す
。ま
た
、
申
請
書
提
出

後
給
付
が
決
定
し
た
方
に
は
、

給
付
前
に
給
付
決
定
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。　
※
申
請
期
限

は
、平
成
21
年
９
月
24
日（
郵
送

の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
）
ま
で

で
す
。期
限
ま
で
に
申
請
さ
れ

な
い
場
合
は
、
受
給
を「
辞
退
」

し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す

■ 

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
！

稲
敷
市
で
は
、
３
月
24
日（
火
）

か
ら
定
額
給
付
金
の
申
請
受
付

を
開
始
し
て
い
ま
す
。申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の

う
え
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
送
付
頂

く
か
、
各
庁
舎
総
合
窓
口
課
ま

で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
申
請
書
の
再
発
行
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
記
問
い

合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
頂
け
れ
ば

郵
送
に
て
申
請
書
を
発
送
し
ま

す
。ま
た
、
各
庁
舎
総
合
窓
口

課
で
も
申
請
書
を
再
発
行
し
て

お
り
ま
す
。

■ 

給
付
対
象
者
・
給
付
金
額

平
成
21
年
２
月
１
日
現
在
で
稲

敷
市
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
、

外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
が
対
象（
不
法
滞
在
者

お
よ
び
短
期
滞
在
者
は
対
象
外
）

65
歳
以
上
（
平
成
19
年
２
月

２
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
と
18

歳
以
下
（
平
成
２
年
２
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
）

１
人
あ
た
り
２
０
０
０
０
円

■ 

市
長
公
室

▽
室
長
＝
川
嶋
修（
保
健
福
祉
部

長
）　

▽
秘
書
広
聴
課
政
策
審

議
室
：
課
長
補
佐
＝
高
山
久

（
教
育
総
務
課
長
補
佐
）

■ 

総
務
部

▽
部
長
＝
岩
瀬
和
男
（
市
民
生

活
部
長
）　

▽
総
務
課
：
課
長

＝
沼
崎
忠
夫（
下
水
道
課
長
）

■ 

市
民
生
活
部

職
員
人
事
異
動

　
５
月
１
日
付
、課
長
補
佐
級
以
上

トピックス
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ち よ だ 総 合 法 律 事 務 所
債務整理／破産／その他民事／刑事

クレジット・サラ金等でお困りの方　取り立てストップします

電 話 法 律 相 談
毎月の返済に行き詰まった方も
今はまだ返済できている方も
まずはお気軽にお電話を！

◆費用分割相談可◆
弁護士河嶋卓也（第二東京弁護士会）
弁護士岡部眞也（東京弁護士会）

トイレや水周りの工事はお任せください
稲敷市給排水設備指定工事店
スズキハウス販売代理店

根本住宅産業
稲敷市阿波崎 1568
TEL.0299-79-1543

日
：
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

の
週
３
日
か
ら
５
日
（
祝
日
を

の
ぞ
く
）　

▽
勤
務
時
間
：
午

後
１
時
30
分
〜
６
時
15
分
（
通

常
）　

▽
長
期
休
業
期
間
な

ど
：
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
15

分
の
間
の
５
時
間
程
度　
▽
応

募
資
格
：
保
育
士
、
幼
稚
園
教

諭
な
ど
の
資
格
が
有
れ
ば
望
ま

し
い
が
、
特
に
採
用
資
格
の
有

無
は
問
わ
な
い
。子
ど
も
が
好

き
で
熱
意
の
あ
る
お
お
む
ね
55

歳
ま
で
の
方　
▽
賃
金
：
市
の

規
定
に
よ
る
（
交
通
費
有
り
）　

▽
申
込
方
法
：
６
月
末
ま
で
に

児
童
福
祉
課
へ
臨
時
職
員
履
歴

書
（
児
童
福
祉
課
に
あ
り
）
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
夏
休
み
期
間
だ
け
の

指
導
員
も
併
せ
て
募
集
し
ま
す
。

専
門
学
校
や
短
大
・
大
学
生
の

方
、
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
３
２
４
７

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
昼
間
就
労
な

ど
で
学
校
か
ら
帰
っ
て
も
、
家

庭
に
保
護
者
な
ど
の
大
人
が
い

な
い
ご
家
庭
の
小
学
生
を
、
放

課
後
や
長
期
の
休
業
期
間
に
お

預
か
り
し
、
生
活
の
場
を
提
供

す
る
と
こ
ろ
で
す
。子
ど
も
が

好
き
で
、
年
間
を
通
し
て
出
来

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
数
：
２
人　
▽
勤
務

子
ど
も
が
好
き
な
方
へ

　
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
を
募
集

市
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
社
会

に
貢
献
し
た
お
年
寄
り
の
長
寿

を
お
祝
い
す
る
た
め
、「
敬
老

会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。市

内
在
住
の
75
歳
以
上
の
方
を
ご

招
待
し
て
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど

で
長
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
ま
で
、
敬
老

会
は
９
月
に
開
催
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
10
月
に
な
り

ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。詳

敬
老
会
を
開
催

　
今
年
度
は
10
月
に
変
更

細
は
9
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

▽
日
時
：
10
月
18
日（
日
）　
午

前
10
時
30
分
〜　
▽
場
所
：
江

戸
崎
体
育
館　
▽
招
待
者
：
75

歳
以
上
の
方
（
昭
和
10
年
３
月
31

日
以
前
生
ま
れ
の
方
）　

▽
公
演

出
演
者
：
未
定

●
稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
３
２
５

５
）

子
ど
も
人
権
１
１
０
番

　
強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
、「
い
じ
め
」や
児
童

虐
待
な
ど
子
ど
も
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１

１
０
番
」
強
化
週
間
を
実
施
し

ま
す
。悩
み
を
持
っ
た
お
子
様

や
保
護
者
の
方
か
ら
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
：
６
月
28
日
（
日
）
～

７
月
４
日（
土
）　
▽
時
間
：
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
（
日

曜
、
土
曜
日
は
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
）　

▽
全
国
共
通
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
：
０
１
２
０
︲
０
０

７
︲
１
１
０　
▽
実
施
機
関
：

水
戸
地
方
法
務
局
、
茨
城
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会　
▽
相
談

員
：
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護

委
員（
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
）

●
稲
敷
市
人
権
推
進
室
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
３
３
０

０
）
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予
選
を
勝
ち
上
が
っ
た
若
手
芸

人
に
よ
る
「
お
笑
い
バ
ト
ル
決

勝
」
を
行
い
ま
す
。ゲ
ス
ト
に

「
５
番
６
番
」、
審
査
員
に
芸
能

関
係
者
を
迎
え
、
今
年
も
熱
い

ネ
タ
バ
ト
ル
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。ご
家
族
、
ご
友
人
そ
ろ

っ
て
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▽
日
時
：
６
月
27
日（
土
）　
午

前
11
時（
開
場
：
午
前
10
時
30
分
）

～　
▽
場
所
：
江
戸
崎
公
民
館

▽
入
場
：
無
料（
事
前
に
配
布
す

る
入
場
券
が
必
要
で
す
）　

※
先

着
６
８
６
人
、
自
由
席　
▽
配

布
場
所
：
江
戸
崎
公
民
館
、
各

庁
舎
総
合
窓
口
課
、
え
ど
さ
き

笑
遊
館
、
ア
サ
ヒ
書
店
、
東
郷

菓
子
舗
、
モ
リ
ナ
ガ
洋
品
店
、

青
木
菓
子
店
、
桑
田
屋
酒
店
、

川
尻
酒
店　
※
入
場
券
の
配
布

は
６
月
15
日（
月
）か
ら
に
な
り

ま
す

●
稲
敷
市
企
画
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
２
６
０
５
）

お
笑
い
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
を

目
指
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
笑
遊
の
郷
」で
は
、
今
年
は
年

間
を
と
お
し
て
「
天
下
一
演
芸

会
」
と
称
し
た
お
笑
い
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
ま
す
。第
一
弾
と

し
て
「
爆
笑
稲
敷
ラ
イ
ブ
２
０

０
９
」を
開
催
し
ま
す
。

　
第
一
部
は
、
佐
藤
あ
つ
し
さ

ん
と
あ
さ
り
ど
の
堀
口
文
宏
さ

ん
が
主
演
で
お
馴
染
み
の
「
欽

ち
ゃ
ん
劇
団
バ
ラ
エ
テ
ィ
公

演
」。第
二
部
は
、
５
月
16
日
の

爆
笑
稲
敷
ラ
イ
ブ
２
０
０
９

　
６
月
27
日（
土
）、観
覧
者
募
集

トピックス

江戸崎ひかりクリニック
　　

 

内科・小児科・皮膚科
診療時間 午前9：00から 12：00
　　　　 午後 2：00から  5：30
　　　　 日曜・祝日休診
江戸崎甲３５５７－１（郵便局隣）
☎029-834-5777 Fax029-834-5877

児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て

　
各
種
手
続
き
の
ご
案
内

児
童
手
当
は
、
家
庭
に
お
け
る

生
活
の
安
定
と
次
代
を
担
う
児

童
の
健
全
な
育
成
お
よ
び
資
質

の
向
上
を
目
的
に
、
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
支
給
す
る
手

当
で
す
。　
※
認
定
請
求
書
を

提
出
し
、
認
定
を
受
け
な
け
れ

ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

■ 

支
給
手
続

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
（
新
利
根

庁
舎
は
児
童
福
祉
課
、
公
務
員
の

場
合
は
勤
務
先
）で
認
定
請
求
書

を
提
出添

付
書
類

請
求
者
の
保
険
証
、
請
求
者
名

義
の
預
金
通
帳
の
写
し
、
児
童

手
当
用
所
得
証
明
書
（
平
成
21

年
１
月
１
日
に
稲
敷
市
に
住
所
が

な
か
っ
た
場
合
）、
児
童
と
別
居

の
場
合
は
児
童
の
世
帯
全
員
の

住
民
票

■ 

支
給
対
象

小
学
校
修
了
前
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方　
※
所
得
制
限
あ

り■ 

支
給
額（
月
額
）

３
歳
未
満
の
児
童

一
律
＝
１
０
０
０
０
円

３
歳
以
上
の
児
童

第
１
子
＝
５
０
０
０
円
、
第
２

子
＝
５
０
０
０
円
、
第
３
子
以

降　
＝
１
０
０
０
０
円

■ 

支
払
期
日

毎
年
３
回（
２
月
・
６
月
・
10
月
）

■ 
現
況
届

現
在
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
６
月
に
市
か
ら
送
付
さ

れ
て
く
る
「
現
況
届
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
届
は
、

毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況

を
記
載
し
、
引
き
続
き
受
給
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。提
出
が

な
い
と
６
月
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■ 

そ
の
他

対
象
児
童
が
増
え
た
り
減
っ
た

り
し
た
場
合
や
住
所
が
変
わ
っ

た
場
合
な
ど
は
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
４
０
０
）

市では、「広報稲敷」と「ホームページ」に掲載
する有料広告を募集します。会社やお店など
の広告を掲載してみませんか？

▽広報紙（1回）：1枠＝2万円／半枠＝1万円
▽ホームページ（1か月）：1万円

広告募集

●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線 5209）
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住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
が
開
始

　
10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら

本
年
10
月
か
ら
、
公
的
年
金
に

係
る
個
人
住
民
税
の
支
払
い
方

法
が
変
わ
り
ま
す
。

　
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

て
、
個
人
住
民
税
の
納
税
義
務

の
あ
る
方
は
、
今
ま
で
納
付
書

や
口
座
振
替
で
お
支
払
い
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回

の
制
度
導
入
に
よ
り
、
個
人
住

民
税
が
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴

収（
天
引
き
）さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
で
は
、
受
給
者
が

支
払
う
べ
き
個
人
住
民
税
を
社

会
保
険
庁
な
ど
の
「
年
金
保
険

者
」
が
市
町
村
へ
直
接
納
め
、

受
給
者
に
は
、
年
金
か
ら
個
人

住
民
税
を
差
し
引
い
た
差
額
が

支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■ 

対
象
と
な
る
方

個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
者
の

う
ち
、
前
年
中
に
公
的
年
金
の

支
払
を
受
け
た
方
で
、
当
該
年

度
の
４
月
１
日
に
お
い
て
、
老

齢
基
礎
年
金
ま
た
は
老
齢
年
金
、

退
職
年
金
な
ど
の
支
払
い
を
受

け
て
い
る
65
歳
以
上
の
方
。

　
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

1 

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
年

額
が
18
万
円
未
満
の
方

2 

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら

引
か
れ
て
い
な
い
方

3 

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る

個
人
住
民
税
額
が
老
齢
基
礎
年

金
な
ど
の
年
額
を
超
え
る
方

■ 
対
象
と
な
る
税
額

厚
生
年
金
、
共
済
年
金
、
企
業

年
金
な
ど
を
含
む
全
て
の
公
的

年
金
に
係
る
所
得
に
対
す
る
税

額
が
特
別
徴
収（
天
引
き
）の
対

象
と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、
そ

の
税
額
は
、
老
齢
基
礎
年
金
ま

た
は
老
齢
年
金
、
退
職
年
金
な

ど
か
ら
特
別
徴
収（
天
引
き
）さ

れ
ま
す
。　
※
年
金
所
得
以
外

の
所
得
に
対
す
る
税
額
お
よ
び

対
象
と
な
ら
な
い
方
の
税
額
に

つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
の
方

法
に
よ
り
納
付
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す

■ 

開
始
時
期
と
徴
収
方
法

特
別
徴
収（
天
引
き
）の
開
始
は
、

平
成
21
年
10
月
支
給
分
の
年
金

か
ら
と
な
り
ま
す
。

21
年
度
の
徴
収
方
法

21
年
度
の
税
額
の
半
分
に
つ
い

て
は
、
６
月
と
８
月
の
２
回
に

分
け
て
普
通
徴
収（
納
付
書
に
よ

り
支
払
う
方
法
）に
よ
り
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
残
り
の
半
分
の
額
が
、
各
年

金
支
給
月（
10
月
、
12
月
、
２
月
）

の
３
回
に
分
け
て
、
年
金
か
ら

特
別
徴
収（
天
引
き
）さ
れ
ま
す
。

※
表
１
参
照

 

22
年
度
以
降
の
徴
収
方
法

上
半
期
の
年
金
支
給
月
（
４
月
、

６
月
、
８
月
）ご
と
に
、
前
年
度

の
２
月
の
税
額
と
同
額
が
仮
徴

収
さ
れ
ま
す
。

　
下
半
期
の
年
金
支
給
月
（
10

月
、12
月
、２
月
）は
、年
税
額
か

ら
上
半
期
に
仮
徴
収
さ
れ
た
税

額
を
差
引
い
た
残
り
の
額
が
３

回
に
分
け
て
本
徴
収
さ
れ
ま
す
。

※
表
２
参
照

●
稲
敷
市
税
務
課（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
５
０
４
）

徴収方法 普通徴収 特別徴収

徴収月 6月 8月 10月 12月 2月

徴収税額 年税額の1／ 4
年税額の
1／ 4

年税額の
1／ 6

年税額の
1／ 6

年税額の
1／ 6

徴収方法 特別徴収

期別 上半期（仮徴収） 下半期（本徴収）

徴収月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

徴収税額 前年度2月
と同額

前年度2月
と同額

前年度2月
と同額

年税額から
仮徴収額を
差引いた額
の1／ 3

年税額から
仮徴収額を
差引いた額
の1／ 3

年税額から
仮徴収額を
差引いた額
の1／ 3

※平成22年度以降に、新たに対象者となり特別徴収が開始さ
れる年度は、21年度と同じ徴収方法になります

表1

表2
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トピックス

長
寿
医
療
制
度
コ
ー
ナ
ー

　
保
険
料
額
の
決
め
方

長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
制
度

の
保
険
料
額
は
個
々
の
所
得
に

よ
り
決
ま
り
ま
す
が
、
保
険
料

を
決
め
る
基
準
（
保
険
料
率
）
に

つ
い
て
は
、
茨
城
県
の
広
域
連

合
内
で
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

保
険
料
を
決
め
る
基
準

被
保
険
者
全
員
が
等
し
く
負
担

す
る「
均
等
割
額
」と
、被
保
険

者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

「
所
得
割
額
」
の
合
計
で
す
。た

だ
し
、
上
限
（
賦
課
限
度
額
）
は

50
万
円
で
す
。　
※
表
１
参
照

■ 

保
険
料
の
軽
減
措
置

所
得
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
が

軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

所
得
が
低
い
人

1 

被
保
険
者
と
世
帯
主
の
所

得
水
準
に
よ
っ
て
、
均
等
割
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。　
※
表
２

参
照

2 

所
得
割
額
を
負
担
す
る
人

の
う
ち
、
基
礎
控
除
後
の
総
所

得
金
額
な
ど
が
58
万
円
以
下
の

場
合
、
所
得
割
額
の
５
割
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

会
社
の
健
保
な
ど
の
扶
養

に
入
っ
て
い
た
人

長
寿
医
療
制
度
加
入
前
に
、
被

用
者
保
険
（
民
間
企
業
や
国
、
地

方
自
治
体
、
私
立
学
校
に
雇
わ
れ

て
い
る
人
を
対
象
と
す
る
医
療
保

険
）
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
場
合

は
、
所
得
割
額
が
か
か
ら
ず
、

均
等
割
額
が
９
割
軽
減
（
平
成

22
年
３
月
ま
で
）さ
れ
ま
す
。

●
稲
敷
市
保
険
課
長
寿
医
療
係

（
桜
川
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０（
内
線
４
６
０
０
）

農
地
改
良
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
協
議
・
同
意
制
へ

農
地
を
改
良
（
埋
立
て
・
客
土
）

す
る
場
合
、
農
業
委
員
会
へ
の

届
出
制
か
ら
協
議
・
同
意
制
に

改
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
稲
敷
市
農
業
委
員
会
（
東
庁

舎
）　

☎
０
２
９
９
︲
７
８
︲

３
３
８
４

割合 世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額など 軽減後の均等割額
9割軽減 「基礎控除額（33万円）を超えない世帯で、被保険者全員

が年金収入80万円以下」の世帯（その他収入がない場合） 3,746円

7割軽減 「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯 11,238円

5割軽減 「基礎控除額（33万円）＋24.5万円×世帯の被保険者数
（被保険者である世帯主は除く）」を超えない世帯 18,731円

2割軽減 「基礎控除額（33万円）＋35万円×世帯の被保険者数」を
超えない世帯 29,969円

保険料（年額）
＝

均等割額  37,462円
＋

所得割額  （所得 − 基礎控除33万円） × 所得割率7.6％

表1

表2

項目 改正内容

農地改良の協議 事業実施の1か月前までに、農業委員会に協議書の提
出が必要となります

農地改良協議に対する同意
（不同意）通知書

農業委員会より、審査（総会）の結果（同意・不同意）を
通知します

農地改良面積
3,000㎡未満　※3,000㎡以上の農地改良は転用行
為となります。500㎡以上の農地改良は、稲敷市お
よび茨城県の残土条例の許可が必要となります

隣接地からの盛土などの高
さ 畑は50cm以下、水田は30cm以下となります

土砂搬出同意書の添付 搬入土砂などの取得先の土砂搬出同意書の添付が必
要となります

標識の掲示 事業地へ「農地改良同意済標識」の掲示が必要となり
ます

■ 農地改良制度の改正内容
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国
保
加
入
の
方
へ
、特
定
健
康
診
査
と
特
定
保
健
指
導
を
実
施

　
40
歳
か
ら
75
歳
未
満
の
方
が
対
象

40
歳
か
ら
75
歳
未
満
の
方
が
対

象
と
な
る
「
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
」
を
、
平
成
20

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
増
え
続
け
る
医
療

費
を
抑
制
し
、
国
民
の
皆
さ
ん

の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
よ
り

効
果
的
に
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る

も
の
で
す
。

　
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導
の
実
施
は
、
医
療
保
険
者

（
国
保
・
健
康
保
険
組
合
・
共
済
組

合
な
ど
）
に
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。そ
の
た
め
稲
敷
市
国

保
加
入
者
に
つ
い
て
は
、
稲
敷

市
国
保
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
健
診
を
活
用
す
る
こ
と
で
生

活
習
慣
病
予
防
が
可
能
で
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
健
診
に
つ
い

て
見
直
し
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ

く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

■ 

一
般
的
な
特
定
健
康
診
査
・

保
健
指
導
の
流
れ

1 

４
月
に
お
送
り
し
て
あ
る

「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」
を

「
保
険
証
」
と
一
緒
に
健
診
会

場
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。　
※

総
合
健
診
お
よ
び
地
区
健
診
の

日
程
に
つ
い
て
は
、
市
保
健
行

事
予
定
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
自
己
負
担
金
な
し
）

2 

身
体
測
定
、
問
診
、
検
尿
、

血
液
検
査
な
ど
の
健
診
が
行
わ

れ
ま
す
。

3 
健
診
の
結
果
お
よ
び
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
判

定
結
果
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

4 

生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要

な
方
に
は
、
そ
の
レ
ベ
ル
に
応

じ
て
、
保
健
師
な
ど
に
よ
る
特

定
保
健
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。

■ 

稲
敷
市
国
保
の
人
間
ド
ッ

ク
・
脳
ド
ッ
ク
助
成
を
受
け
ら

れ
る
方
へ

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診

は
、
特
定
健
康
診
査
の
検
査
項

目
を
満
た
し
て
い
る
た
め
、
特

定
健
康
診
査
を
受
診
さ
れ
た
も

の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。そ
の
た

め
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

と
特
定
健
康
診
査
を
重
複
し
て

受
診
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。ま
た
、
人
間
ド

ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
結
果
デ
ー

タ
に
つ
い
て
は
、
特
定
健
康
診

査
・
特
定
保
健
指
導
の
デ
ー
タ

と
し
て
活
用
し
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。　
※
詳
細
に
つ

い
て
は
、
広
報
５
月
号
で
ご
確

認
く
だ
さ
い

指定医療機関名 住所 電話番号
坂本医院 稲敷市江戸崎甲2688 029-892-2627
鈴木クリニック 稲敷市沼田2687-3 029-892-3640
佐倉クリニック 稲敷市佐倉3251-7 029-892-7011
江戸崎病院 稲敷市阿波1299 029-894-2611
宮本病院 稲敷市幸田1247 0299-79-2114 消

費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
商
品
購
入
、借
金
問
題
に
つ
い
て

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

▽
相
談
日
時
：
月
、
水
、
金
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）　
午
前
９
時

30
分
～
正
午
／
午
後
１
時
～
４

時
30
分

■ 

商
品
購
入
に
つ
い
て

契
約
す
る
前
に
、
不
安
が
あ
る

場
合
は
、
一
般
的
に
予
測
さ
れ

る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。契
約
し
た
後
で
も
、
勧

誘
方
法
に
疑
問
が
あ
っ
た
り
、

内
容
に
納
得
が
い
か
な
い
場
合
、

解
決
に
向
け
て
お
手
伝
い
し
ま

す
。当
セ
ン
タ
ー
の
相
談
料
は

無
料
で
す
。気
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
連
絡

く
だ
さ
い
。

■ 

借
金
問
題
に
つ
い
て

債
務
整
理
の
方
法
の
説
明
や
、

弁
護
士
お
よ
び
司
法
書
士
の
紹

介
を
し
ま
す
。こ
の
場
合
の
弁

護
士
へ
の
相
談
料
は
無
料
で
す
。

●
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　

☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消

費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
消
費
生
活
に
関
係
す
る
か
ど

う
か
わ
か
ら
な
い
場
合
も
お
電

話
く
だ
さ
い
。セ
ン
タ
ー
で
わ

か
る
範
囲
で
、
他
の
相
談
窓
口

■ 稲敷市内の指定医療機関

■ 

個
別
健
診
で
の
受
診

総
合
健
診
・
地
区
健
診
お

よ
び
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド

ッ
ク
検
診
を
都
合
に
よ
り

受
診
で
き
な
い
方
は
、
市

が
指
定
す
る
医
療
機
関
で

特
定
健
康
診
査
が
受
診
で

き
ま
す
。　
※
予
約
が
必

要
で
す
。受
診
す
る
際
は
、

「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
（
自

己
負
担
金
な
し
）

●
稲
敷
市
保
険
課
国
民
健

康
保
険
係
（
桜
川
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０
（
内
線
４
６
０
５
・

４
６
０
８
）

※市外の指定医療機関については、国民健康保険係まで問い合
わせください
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トピックス

医
療
福
祉
制
度

　
定
期
更
新
、妊
産
婦
の
制
度
改
正

■ 
医
療
福
祉
制
度

乳
幼
児
、
妊
産
婦
、
母
子
家
庭

の
母
子
、
父
子
家
庭
の
父
子
、

重
度
心
身
障
害
者
の
方
が
必
要

と
す
る
医
療
を
容
易
に
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
健
康
保
険
で
医
療

機
関
に
か
か
っ
た
自
己
負
担
分

の
費
用
を
公
費
負
担
し
ま
す
。

　
な
お
、
入
院
時
の
食
事
代
や

保
険
に
該
当
し
な
い
費
用
に
つ

い
て
は
、
本
人
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

■ 

定
期
更
新
に
つ
い
て

一
人
親
家
庭
の
親
子
、
重
度
心

身
障
害
者
の
受
給
者
の
方
は
、

６
月
30
日
を
も
っ
て
有
効
期
限

が
満
了
い
た
し
ま
す
。引
き
続

き
受
給
資
格
の
あ
る
方
に
は
、

新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
健
康
保
険
証
と
マ
ル

福
受
給
者
証
の
記
号
・
番
号
お

よ
び
保
険
者
番
号
に
違
い
が
な

い
か
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。健
康
保
険
証
が
変
わ
っ
た

場
合
は
、
直
ち
に
お
近
く
の
総

合
窓
口
課
ま
た
は
保
険
課
（
医

療
福
祉
係
）
で
変
更
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■ 

妊
産
婦
の
制
度
改
正

茨
城
県
で
は
７
月
か
ら
妊
産
婦

マ
ル
福
制
度
を
妊
産
婦
特
有
の

疾
患
に
限
定
し
て
、
医
療
費
助

成
を
行
う
よ
う
に
改
正
す
る
予

定
で
す
。制
度
改
正
後
の
妊
産

婦
マ
ル
福
の
助
成
内
容
に
つ
き

ま
し
て
は
、
該
当
さ
れ
る
方
へ

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
保
険
課
（
桜
川
庁

舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０
（
内
線
４
６
０
６
）

受給者区分 所得制限 支給が受けられる対象者 自己負担金

妊産婦
平成19年4月
より廃止

妊娠届出日（母子健康手帳
交付日）の月の初日から
出産の翌月末日まで 医療機関ごとに

外来
1日600円（月2回
限度）
入院
1日300円（月3,0
00円限度）
※保険薬局は、自
己負担なし

乳幼児
出生の日から未就学児
（小学校入学直前の3月31
日まで）

母子家庭の
母子
父子家庭の
父子

301万6千円
扶養親族1人に
つき38万円加
算（老人48万円
加算）

父または母親のいない家
庭で、18歳未満の子供
を扶養している父親また
は母親およびその子供
※子が18歳になる学年
まで（子が重度障害者の場
合は20歳まで）

重度心身
障害者

本人512万9千
円（扶養親族1人
につき38万円加
算）
配偶者、扶養義
務者628万7千
円（ 扶養親族1人
につき21万3千
円加算）

身体障害者手帳1、2級
および３級の内部障害者
に該当される方。養育手
帳の判定がＡまたはⒶに
該当される方
身体障害者手帳３級の障
害に該当し、かつ養育手
帳でＢの判定を受けてい
る方。国民年金、厚生年
金などの障害年金が１級
に該当される方

自己負担なし

資
料
館
講
座
、絵
画
展
を
開
催

　
ご
参
加
、ご
来
館
く
だ
さ
い

■ 

初
歩
か
ら
の
古
文
書
講
座

受
講
生
は
市
内
在
住
・
在
勤
の

方
と
し
、
初
心
者
の
方
を
対
象

と
し
ま
す
。

▽
日
時
：
６
月
７
日（
日
）、
７

月
12
日（
日
）、９
月
13
日（
日
）、

10
月
11
日
（
日
）、
11
月
８
日

（
日
）、12
月
13
日（
日
）、平
成
22

年
１
月
10
日（
日
）、
２
月
14
日

（
日
）　
午
後
２
時
〜
４
時　
▽

会
場
：
市
立
図
書
館
２
階
会
議

室　
▽
定
員
：
15
人
程
度
（
定

員
に
な
り
次
第
締
切
）　

▽
受
講

料
：
無
料　

▽
そ
の
他
：
教

材
・
資
料
は
資
料
館
の
収
蔵
品

を
利
用
。別
途
必
要
と
な
っ
た

も
の
に
つ
い
て
は
受
講
生
負
担

■ 

風
景
絵
画
展
～
郷
土
の
水

画
な
ど
を
展
示
し
て
お
り
ま

す
。稲
敷
市
内
や
市
外
近
隣
の

風
景
を
描
い
た
作
品
が
多
数
展

示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

▽
作
者
一
覧
：
川
瀬
巴
水
、
木

本
大
果
、根
本
正
、松
田
光
博
、

小
堀
進
、岡
添
覚
、岡
本
博
治

▽
期
間
：
６
月
28
日（
日
）ま
で

▽
開
館
時
間
：
午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
水
曜
日
は
午
前
11
時
開

館
）　

▽
休
館
日
：
毎
週
月
曜

日
、祝
日
、５
月
29
日（
金
）、６

月
９
日（
火
）
～
６
月
18
日（
木
）

▽
会
場
：
２
階
企
画
展
示
室　

▽
入
館
料
：
無
料

●
稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１

１

郷
風
景
を
中
心
に
～

風
景
絵
画
展
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。こ

の
絵
画
展
で
は
、
こ

れ
ま
で
資
料
館
で
購

入
し
た
絵
画
や
、
当

館
に
ご
協
力
頂
い
た

方
々
か
ら
の
寄
贈
絵

版画「牛堀の夕暮」（昭和
５年）　川瀬巴水 画
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特
別
児
童
扶
養
手
当

　
障
害
児
の
福
祉
増
進
を
図
り
ま
す

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
精

神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る

20
歳
未
満
の
児
童
の
父
母
、
あ

る
い
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の

児
童
を
監
護
し
て
い
る
方
に
対

し
、
障
害
児
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

■ 

支
給
対
象

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
家
庭
に

お
い
て
監
護
し
て
い
る
父
、
も

し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方（
所
得
に
よ
る
制
限
あ
り
）。

　
な
お
、
児
童
扶
養
手
当
、
児

童
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
な

ど
と
合
わ
せ
て
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 

手
当
の
額
（
児
童
１
人
に
つ

き
、月
額
）

１
級
＝
５
０
７
５
０
円　

身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級
程

度
ま
た
は
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
程

度
２
級
＝
３
３
８
０
０
円　

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
程
度
ま

た
は
療
育
手
帳
Ｂ
程
度

■ 

支
給
日

年
３
回（
４
月
、８
月
、11
月
）

■ 

申
請
手
続
き

社
会
福
祉
課
（
新
利
根
庁
舎
）
で

申
請
の
手
続
き
を
し
、
県
知
事

の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。提

出
書
類

認
定
請
求
書
、
診
断
書
、
戸
籍

謄（
抄
）本
、
住
民
票（
家
族
全
員

分
）、
身
体
・
療
育
手
帳
写
し
、

通
帳
写
し
（
表
紙
お
よ
び
カ
ナ
表

示
部
分
）

■ 

所
得
状
況
届（
現
況
届
）

現
在
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
け
て
い
る
方
に
は
、
７
月
下

旬
に
所
得
状
況
届
の
用
紙
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
が
な
い
と
、
８
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
２
年
間
提
出
を
し
な

い
場
合
は
、
受
給
資
格
が
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
詳
し

く
は
送
付
の
際
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
）

■ 

そ
の
他
の
手
続
き

資
格
喪
失
届

児
童
を
監
護
し
な
く
な
っ
た
場

合
や
児
童
が
福
祉
施
設
な
ど
に

入
所
し
た
場
合
な
ど
、
支
給
要

件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

障
害
状
況
届

児
童
の
障
害
認
定
期
間
（
有
期
）

が
到
来
す
る
と
き
。こ
の
場
合

は
届
出
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

そ
の
他
の
届

住
所
を
変
更
し
た
と
き
、
支
給

要
件
に
該
当
す
る
児
童
が
増
え

た
と
き
、
児
童
の
障
害
の
程
度

に
変
化
が
あ
っ
た
と
き
。

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
３
２
１
１
）

経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査

　
７
月
１
日
現
在

平
成
21
年
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎

調
査
を
７
月
１
日
現
在
で
全
国

一
斉
に
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
全
て
の
事
業

所
お
よ
び
企
業
の
活
動
状
態
を

調
査
す
る
も
の
で
す
。６
月
か

ら
７
月
に
調
査
員
が
う
か
が
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。な
お
、
支
所
お
よ
び

支
店
な
ど
は
、
本
社
で
ま
と
め

て
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ

き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
企
画
課
統
計
係
（
江

戸
崎
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０（
内
線
２
６
０
０
）

平
成
21
年
度
調
理
師
試
験

　

予
備
講
習
会
と
申
込
み
の
ご
案
内

■ 

調
理
師
試
験

▽
日
時
：
８
月
６
日（
木
）　
午

前
９
時
15
分　
▽
場
所
：
霞
ヶ

浦
高
等
学
校
ま
た
は
常
磐
大
学

▽
申
込
方
法
：
保
健
所
へ
申
し

込
み　
▽
申
込
期
間
：
７
月
２

日（
木
）、
３
日（
金
）　
※
願
書

な
ど
は
稲
敷
市
商
工
会
に
あ
り

ま
す

■ 

予
備
講
習
会

▽
日
時
：
７
月
21
日（
火
）、
22

日（
水
）　
午
前
９
時
～
午
後
５

時　
▽
場
所
：
取
手
市
藤
代
商

工
会　
▽
申
込
締
切
：
６
月
26

日（
金
）　
▽
申
込
方
法
：
左
記

へ
申
し
込
む　
※
予
備
講
習
会

受
講
者
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

試
験
の
み
の
申
込
み
は
保
健
所

へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
稲
敷
市
商
工
会
・
斉
藤　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
６
０
３
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旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
と

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
皆
様
へ

■ 

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

を
贈
呈

先
の
大
戦
に
お
い
て
、外
地（
事

変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）

な
ど
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生

勤
務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤

十
字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧

陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
（
慰

労
給
付
金
受
給
者
は
除
く
）
に
対

し
て
、
そ
の
ご
労
苦
に
報
い
る

た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。今
回
、

請
求
期
限
が
２
年
間
延
長
さ
れ
、

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
と
な

り
ま
し
た
。

　
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
な
ど

か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。詳
し
く
は
左
記
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
請
求
書
類
：
市
社
会
福
祉
課

トピックス

裁
判
員
制
度
ス
タ
ー
ト

　
裁
判
ま
で
の
流
れ

裁
判
員
裁
判
の
対
象
と
な
る
事

件
が
起
訴
さ
れ
、
裁
判
の
日
程

が
決
ま
っ
た
段
階
で
、
水
戸
地

方
裁
判
所
は
、
昨
年
の
秋
に
作

成
し
た
裁
判
員
候
補
者
名
簿

（
茨
城
に
お
い
て
は
７
６
０
０
人
）

の
中
か
ら
、
そ
の
事
件
の
裁
判

員
候
補
者
を
く
じ
で
選
び
ま
す
。

　
く
じ
で
選
ば
れ
た
裁
判
員
候

補
者
の
方
々
に
は
、
裁
判
員
を

選
ぶ
手
続
（
選
任
手
続
）
の
日
に

裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
た

め
の
お
知
ら
せ
と
質
問
票
を
選

任
手
続
の
日
の
６
週
間
前
ま
で

に
お
送
り
し
ま
す
。

　
質
問
票
で
は
、
裁
判
が
行
わ

れ
る
日
程
を
前
提
に
、
裁
判
員

と
な
る
こ
と
を
辞
退
す
る
申
し

出
の
有
無
お
よ
び
そ
の
事
情
な

ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
。質
問
票

に
記
載
さ
れ
た
内
容
か
ら
、
辞

退
事
由
に
当
た
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
れ
ば
、
裁
判
所
は
事
前

に
辞
退
を
認
め
、
選
任
手
続
の

た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
裁
判
所
ま
で

お
越
し
い
た
だ
か
な
く
て
も
よ

い
よ
う
に
し
ま
す
。

　
事
前
に
辞
退
が
認
め
ら
れ
た

裁
判
員
候
補
者
以
外
の
方
は
選

任
手
続
の
日
に
裁
判
所
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
そ
の
方
々
の
中

か
ら
最
終
的
に
く
じ
で
６
人
の

裁
判
員
が
選
ば
れ
ま
す
。　
　

　
裁
判
員
制
度
の
詳
細
や
説
明

会
・
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

●
水
戸
地
方
裁
判
所
事
務
局
総

務
課
庶
務
係　
☎
０
２
９
︲
２

２
４
︲
８
４
０
８

●
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

HPhttp://w
w
w
.saibanin.

courts.go.jp/

去
年
、
楽
し
い
講
義
と
実
技
で

大
変
好
評
だ
っ
た
講
師
の
方
の

研
修
会
で
す
。

　
姿
勢
と
呼
吸
を
整
え
、
自
律

神
経
の
動
き
を
調
節
し
、
体
が

喜
ぶ
体
力
づ
く
り
の
お
は
な
し

で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
６
月
20
日（
土
）　
午

前
10
時
～
11
時
30
分　

▽
会

場
：
江
戸
崎
公
民
館　
大
ホ
ー

介
護
予
防
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
体
操

ル　
▽
演
題
：
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ

体
操
～
腹
圧
呼
吸
健
康
法
～　

▽
講
師
：
浅
野
有
信 

氏
（
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
指
導
士
）　

▽
参
加

費
：
無
料　
▽
申
込
期
間
：
６

月
12
日（
金
）ま
で

●
稲
敷
市
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ　

☎
０
２
９
７
︲
６
３
︲
１
０
０

４

お
よ
び
各
庁
舎
総
合
窓
口
課
に

あ
り
ま
す

●
総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管

理
室
業
務
担
当　
☎
０
３
︲
５

２
５
３
︲
５
１
８
２
／
fax
０
３

︲
５
２
５
３
︲
５
１
９
０
／
〒

１
０
０
︲
８
９
２
６
東
京
都
千

代
田
区
霞
が
関
２
︲
１
︲
２

17　広報稲敷平成21年6月号



1
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
が
盛
大
に

今
年
も
和
田
公
園
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑
に
は
色
と
り

ど
り
の
花
々
が
咲
き
、
延
べ
３
万
５
千
人
の
目
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

　
４
月
19
日
に
は
、
第
17
回
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
、
１
万
２
千
人
の
方
々
が
会
場
に
。4

月
に
入
っ
て
か
ら
の
好
天
で
、
今
年
は
咲
き
始
め
が

早
く
、
ま
つ
り
当
日
ま
で
持
つ
か
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
ご
く
早
稲
の
一
部
の
品
種
を
除
き
、
満
開
の
状

態
。カ
ラ
フ
ル
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
春
の
日
差
に
輝

い
て
い
ま
し
た
。ま
た
、
と
な
り
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

に
ぎ
や
か
な
催
し
。郷
土
芸
能
や
お
笑
い
芸
人
た
ち

で
場
を
盛
り
上
げ
、
最
後
の
ト
リ
を
務
め
た
田
川
寿

美
さ
ん
の
歌
声
で
最
高
潮
を
迎
え
ま
し
た
。イ
ベ
ン

ト
の
始
ま
り
と
終
わ
り
に
は
桜
川
中
の
生
徒
と
桜
川

青
年
会
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ゴ
ミ
の
持
ち

帰
り
の
呼
び
か
け
や
、
会
場
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

2
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
杯
少
年
野
球

４
月
26
日
と
29
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
杯
少
年
野
球
大
会
が
桜
川
総
合
運
動
公
園
野
球

場
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。雨
で
１
日
順
延
と

な
っ
た
こ
の
大
会
で
は
、
市
内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム

を
は
じ
め
と
す
る
24
チ
ー
ム
で
争
わ
れ
、
茎
崎
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。ま
た
、
市
内
チ

ー
ム
と
し
て
は
桜
川
ツ
イ
ン
ズ
が
善
戦
し
、
準
優
勝

に
な
り
ま
し
た
。

▽
優
勝
：
茎
崎
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ　
準
優
勝
：
桜
川
ツ

イ
ン
ズ
（
写
真
）　
３
位
：
河
内
サ
イ
ク
ロ
ン
ズ　
４

位
：
あ
ず
ま
ノ
ー
ス
ベ
ア
ー
ズ

1b

1a1c

1d
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5

3

4

で・き・ご・と
4月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）

3
成
田
空
港
旗
杯
少
年
野
球

４
月
11
日
か
ら
19
日
ま
で
、
土
曜
日
曜
の
４
日
間
に

わ
た
り
成
田
空
港
旗
杯
少
年
野
球
大
会
が
成
田
市
内

の
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。成
田
市
を
中
心
に
全
部

で
67
チ
ー
ム
（
稲
敷
市
か
ら
10
チ
ー
ム
）
の
参
加
で
行

わ
れ
た
大
会
で
、
優
勝
旗
が
初
め
て
利
根
川
を
越
え

ま
し
た
。優
勝
し
た
の
は
新
利
根
エ
ン
ゼ
ル
ス
。年

度
始
め
の
大
会
か
ら
幸
先
の
よ
い
ス
タ
ー
ト
に
な
り

ま
し
た
。ま
た
エ
ン
ゼ
ル
ス
は
今
年
の
全
日
本
少
年

野
球
大
会
県
大
会
へ
の
出
場
も
決
ま
り
ま
し
た
。

4
笑
遊
館
で
鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り

笑
遊
鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り
が
４
月
30
日
か
ら
５
月
６
日

の
期
間
、
笑
遊
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
場
に
は

み
な
さ
ん
か
ら
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
鯉
の
ぼ
り
や

立
派
な
兜
、
そ
れ
に
江
戸
崎
幼
稚
園
と
江
戸
崎
保
育

園
の
園
児
の
作
品
が
所
狭
し
と
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
も
来
場
者
が
増
え
た
と
の
こ
と
。今
後
は

「
雛
ま
つ
り
と
同
じ
よ
う
に
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
な

っ
た
ら
」
と
関
係
者
の
皆
さ
ん
も
ま
つ
り
の
開
催
に

力
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。（
写
真
は
江
戸
崎
幼
稚
園
月
組

の
園
児
）

5
筑
波
山
に
春
の
雪

４
月
1
日
、
筑
波
山
に
春
雪
が
積
も
り
ま
し
た
。４

月
に
入
っ
て
か
ら
の
雪
化
粧
は
め
ず
ら
し
い
こ
と
。

次
の
日
、
霞
ヶ
浦
の
向
こ
う
岸
の
風
景
に
目
を
疑
い

ま
し
た
。北
風
の
吹
く
湖
岸
は
立
っ
て
い
ら
れ
な
い

く
ら
い
の
強
風
と
寒
さ
で
し
た
が
、
空
気
も
澄
ん
で

彼
方
の
日
光
連
山
も
見
え
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

さ
す
が
に
季
節
は
４
月
。11
時
ご
ろ
に
は
、
白
い
ベ

ー
ル
は
消
え
て
い
ま
し
た
。

2a

2b
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6月4日（木）	 桜川庁舎	 弁
6月11日（木）	 ふれあいセンター	 司
6月18日（木）	 東分庁舎	
6月25日（木）	 江戸崎公民館	 司	
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後１時30分〜４時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制。弁＝弁護士、司＝司法書士に相談できます　申込：
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）
③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

心配ごと等合同相談

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
スクールカウンセリング
臨床心理のカウンセラーが面接や電話でお答えします。
▽対象：市内小中学校　▽申込：予約制　▽日時：午前9時
〜午後5時　▽会場：下記の番号にて確認
火曜日＝江戸崎中、江戸崎小、桜川中のいずれか
問：江戸崎中学校相談室tel.029-892-3780
木曜日＝新利根中、東中のいずれか
問：新利根中学校相談室tel.0297-87-5003
家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障害など、乳幼児から児童に関
する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障害の相談
をお受けします。
▽日時：6月10日（水）、24日（水）午前10時〜午後4時　▽
場所：各公民館、生涯学習センター、など　▽申込：予約制
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-	
3439

教育に関する相談

市の人口（常住人口）

総人口：47,344（-83）
　　男：23,405（-41）
　　女：23,939（-42）
世帯数：14,964（-2）
※5月1日現在。かっこ内

は前月比

生活相談
隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日、午前9時〜11時30分　▽場所：新利
根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

6月の納税
▽納期限：6月30日（火）
・市県民税：1期
・介護保険料：2期
・国民健康保険税：2期

6月16日（火）　江戸崎庁舎／ 6月17日（水）　桜川庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付＝6
月8日（月）午前8時30分〜／定員＝各会場6名。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談
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5月31日（日）	 矢野整形外科医院（浜新宿）tel.029-892-2127
	 しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
6月7日（日）	 竹尾医院（河内町）tel.0297-86-2436
	 印南クリニック（阿見町）tel.029-834-2222
6月14日（日）	 いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
	 かたやま耳鼻咽喉科（阿見町）tel.029-887-3349
6月21日（日）	 佐倉クリニック（門前第2）tel.029-892-7011
	 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
6月28日（日）	 ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
	 宮崎こどもクリニック（阿見町）tel.029-887-3510
7月5日（日）	 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
	 かない皮フ科（阿見町）tel.029-888-8188
7月12日（日）	 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
	 河合内科医院（阿見町）tel.029-843-3301
7月19日（日）	 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
	 美浦中央病院（美浦村）tel.029-885-3551
7月20日（月）	 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
	 しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
7月26日（日）	 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
	 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
8月2日（日）	 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
	 おおさわ眼科（阿見町）tel.029-843-7272
8月9日（日）	 坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
	 沼崎医院（美浦村）tel.029-885-2358
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応。
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：平日＝午後6時30分〜午後10時30分
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定・公衆電話から＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

陶芸教室（予約制）	 火、木曜＝午後1時～／日曜＝午前9時～
囲碁教室	 毎週月曜午後1時〜
カラオケ愛好会	 火、土曜午後1時30分～
梅さんの落語会	 6月12日（金）午前10時30分～
太極拳教室	 6月17日（水）午後1時30分～
生花教室	 6月18日（木）午後1時30分～
手話愛好会	 6月19日（金）午後7時～
料理教室	 6月22日（月）午前10時～
リハビリ体操教室	 6月22日（月）午後1時～
絵手紙教室	 6月24日（水）午後1時30分～
茶道教室	 6月25日（木）午前9時30分〜
●稲敷市地域交流スペース（特別養護老人ホーム「水郷荘」内）
tel.0299-79-2319

稲敷市地域交流スペース

市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC用：市HPから
▽携帯用：http://www.city.inashiki.lg.jp/mail_service/mo
bile/　※QRコードは裏表紙

情報メール配信

informationくらしと情報
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犬
猫
の
飼
い
主
の
方
へ

動
物
愛
護
事
業

県
獣
医
師
会
で
は
動
物
愛
護
事

業
の
一
環
と
し
て
、
愛
犬
、
愛

猫
の
避
妊
、
去
勢
手
術
の
助
成

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ご

希
望
の
方
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
助
成
頭
数
：
先
着
５
０
０
頭

▽
助
成
対
象
：
飼
い
主
が
県
内

在
住
で
平
成
21
年
６
月
１
日
以

降
に
県
内
の
動
物
病
院
で
避

妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
た
犬
猫

▽
助
成
金
額
：
避
妊
４
０
０
０

円
・
去
勢
３
０
０
０
円　
▽
募

集
期
間
：
６
月
１
日（
月
）〜

●
茨
城
県
獣
医
師
会
所
属
の
各

動
物
病
院

い
ば
ら
き
営
農
塾

受
講
者
募
集

県
で
は
、
茨
城
県
内
で
こ
れ
か

ら
農
業
を
始
め
る
方
や
農
業
を

始
め
て
間
も
な
い
方
を
対
象
に
、

農
業
技
術
の
基
礎
を
体
系
的
に

学
べ
る
研
修
を
行
い
ま
す
。

営
農
支
援
研
修（
Ａ
コ
ー
ス
）

▽
期
間
：
７
月
１
日
（
水
）
～

10
月
10
日（
土
）　
原
則
、
水
曜

日
の
夜
間
と
土
曜
日
の
日
中
に

自
衛
官
募
集

２
等
陸
海
空
士
な
ど

詳
細
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

２
等
陸
海
空
士（
男
子
、女
子
）

▽
受
験
資
格
：
採
用
予
定
月
の

１
日
現
在
、
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
女

一
般
曹
候
補
生

▽
受
験
資
格
：
平
成
22
年
４
月

１
日
現
在
、
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
者

航
空
学
生

▽
受
験
資
格
：
平
成
22
年
４
月

１
日
現
在
、
18
歳
以
上
21
歳
未

満
の
者

●
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

龍
ヶ
崎
地
域
事
務
所
☎
０
２
９

７
︲
６
４
︲
３
３
５
１
／

HPh
ttp
://w

w
w
.m
o
d
.

go.jp/pco/ibaraki/

陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校

徒
歩
行
進
訓
練

陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校
は
、
隊

員
に
よ
る
徒
歩
行
進
訓
練
を
左

記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。経

路
に
つ
い
て
は
下
記
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
６
月
24
日（
水
）午
後

５
時
〜
25
日（
木
）午
前
５
時

●
陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校
広
報

班
☎
０
２
９
︲
８
８
７
︲
１
１

７
１（
内
線
２
２
６
・
２
２
７
）

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

講
習
会
受
講
者
募
集

講
習
会
終
了
後
、
採
用
希
望
の

事
業
主
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
協

力
に
よ
る
合
同
面
接
会
を
行
い
、

就
職
の
支
援
を
し
ま
す
。

▽
講
習
期
間
：
７
月
７
日（
火
）

〜
15
日（
水
）　
※
土
日
を
除
く

７
日
間　
▽
場
所
：
阿
見
町
総

合
保
健
福
祉
会
館　
▽
対
象
：

概
ね
60
歳
代
前
半（
58
歳
〜
67
歳

位
）
の
健
康
で
就
職
を
希
望
の

方
。ま
た
、
全
日
程
出
席
で
き

る
方　
▽
募
集
人
数
：
25
人　

▽
参
加
料
：
無
料（
昼
食
は
各
自

持
参
）　

▽
申
込
方
法
：
本
人

を
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
し
、

本
人
が
左
記
へ
直
接
申
し
込
む

▽
申
込
期
間
：
６
月
８
日（
月
）

〜
16
日（
火
）午
前
９
時
〜
午
後

４
時

●（
社
）阿
見
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９
︲
８
８
８

︲
２
０
３
６

開
講　
▽
場
所
：
県
立
農
業
大

学
校　
▽
対
象
者
：
野
菜
を
中

心
と
し
た
本
格
的
な
農
業
経
営

を
目
指
す
概
ね
45
歳
ま
で
の
方

▽
申
込
締
切
：
６
月
９
日（
火
）

▽
申
込
方
法
：
稲
敷
地
域
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
９
３
４
に
電
話

で
申
込
む
（
申
込
者
多
数
の
場
合

に
は
選
考
）　

▽
定
員
：
各
40
人

▽
受
講
料
：
無
料（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
受
講
者
負
担
）

●
県
立
農
業
大
学
校
研
修
科
☎

０
２
９
︲
２
９
２
︲
０
０
１
０

／
fax
０
２
９
︲
２
９
２
︲
０
９

０
３
／
HPhttp://w

w
w
.iban

odai.ac.jp/

土
砂
災
害
防
止
月
間

６
月
１
日
〜
30
日

土
砂
災
害
を
防
ぎ
安
心
し
て
住

む
た
め
に
は
、「
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
ん
な
時
は
注
意

□
土
石
流
＝
山
鳴
り
が
聞
こ
え

る
時
。川
の
流
れ
が
急
に
濁
っ

た
り
、流
木
が
あ
っ
た
時
な
ど

□
地
す
べ
り
＝
地
面
に
ひ
び
割

れ
が
で
き
た
時
。地
面
の
一
部

が
へ
こ
ん
だ
り
盛
り
上
が
っ
た

時
な
ど

□
が
け
崩
れ
＝
が
け
か
ら
小
石

が
落
ち
て
き
た
時
。が
け
に
割

れ
目
が
で
き
た
時
な
ど

●
県
土
木
部
河
川
課
ダ
ム
砂
防

室
☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
４
４

９
５シ

ル
バ
ー
無
事
故

無
違
反
チ
ャ
レ
ン
ジ

65
歳
以
上
の
方
３
人
１
組
で
、

無
事
故
無
違
反
を
目
指
す
「
シ

ル
バ
ー
無
事
故
・
無
違
反
チ
ャ

レ
ン
ジ
１
０
０
」
の
参
加
チ
ー

ム
を
募
集
し
ま
す
。１
０
０
日

間
の
無
事
故
無
違
反
を
達
成
し

た
チ
ー
ム
の
中
か
ら
、
抽
選
で

20
チ
ー
ム
に
旅
行
券
を
は
じ
め

県
産
品
な
ど
の
賞
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間
：
５
月
１
日（
金
）

〜
６
月
22
日（
月
）　
▽
参
加
資

格
：
県
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
。運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い

て
日
常
的
に
自
動
車
を
運
転
さ

れ
る
方
。（
原
動
機
付
自
転
車
免

許
の
み
の
方
も
参
加
可
能
）

●
県
生
活
文
化
課
☎
０
２
９
︲

３
０
１
︲
２
８
４
２

informationくらしと情報
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	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

新着図書（図書館）
「運命の人　一」、
「運命の人　二」
山崎豊子
※写真左から

「闇の華たち」乙川優三郎、「鷺と雪」北
村薫、「パラドックス13」東野圭吾、「晋
平の矢立」山本一力、「最初のオトコは
たたき台」林真理子、「生きなおす力」
柳田邦男、「待ってくれ、洋子」長門裕
之、「さよなら、愛しい人」レイモンド
チャンドラー、ほか

江戸崎公民館図書室

おはなし会
ボランティアの方が、絵本を読んだり、
エプロンシアターをしてくれます。
▽日時：6月20日（土）　午後2時～ 3
時　▽場所：江戸崎公民館　和室2

新利根公民館図書室

おはなし会
▽日時：6月13日（土）　午前10時30
分～ 11時30分　▽場所：新利根公民
館　2階和室

午後2時〜（上映時間40分）　▽申込：
当日図書館カウンター　▽定員：70
人

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
▽日時：6月28日（日）　午前10時30
分〜

新着図書

貸出し点数を増やします（全館）
下記の期間は貸出し点数を増やしま
す。ぜひご利用ください。
図書館、新利根公民館図書室、桜川
公民館図書室
▽本：1人10冊まで
　5月26日（火）～ 6月7日（日）　
　6月19日（金）～ 6月21日（日）　
▽ビデオ、CD：1人6点まで
　6月2日（火）～ 6月7日（日）
　6月19日（金）～ 6月21日（日）　
江戸崎公民館図書室
▽本：1人10冊まで
　5月27日（水）～ 6月21日（日）　
▽ビデオ、CD：1人6点まで
　6月2日（火）～ 6月21日（日）

市立図書館

子ども映画会
ファーブル昆虫記①ハチのなかまたち
▽日時：6月20日（土）、21日（日）　

日 月 火 水 木 金 土
6 ／ 7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 7 ／1 2 3 4

特別整理期間
図書館・図書室の蔵書点検および資料館の燻蒸作業のため休館となります。
■＝図書館、新利根公民館図書室、桜川公民館図書館の休館
■＝江戸崎公民館図書室の休館
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稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680

子育て

あそびの広場日程
6月2日（火）	 赤ちゃん体操（妊婦さん～ 1歳半）
6月4日（木）	 ふれあい遊び（どなたでも）
6月5日（金）	 森林公園に行こう（どなたでも・雨天中止）
6月9日（火）	 新聞紙で遊ぼう（1歳半～ 2歳半）
6月11日（木）	 手芸講座（どなたでも・10組）
6月16日（火）	 新聞紙で遊ぼう（2歳半～）
6月18日（木）	 給食試食会（離乳食カミカミ期・5組）
6月23日（火）	 リズム遊び（どなたでも）
6月25日（木）	 応急手当講座（どなたでも・12組）
ひまわり
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）　▽要予約
6月3日（水）	 赤ちゃん体操（妊婦さん～ 1歳半）
6月5日（金）	 森林公園に行こう（どなたでも・雨天中止）
6月10日（水）	 新聞紙で遊ぼう（1歳半～）
6月12日（金）	 新聞紙で遊ぼう（どなたでも）
6月17日（水）	 給食試食会（離乳食カミカミ期・5組）
6月19日（金）	 リフレッシュ講座～リラックスヨガ～

（どなたでも・12組）

6月24日（水）	 リズム遊び（どなたでも）
6月26日（金）	 歌って踊ろう（どなたでも）

あいアイ
▽時間：午前10時30分〜11時30分 ▽対象：0歳〜就園前
▽予約制（すくすくday は不要、午前10時〜）
6月1日（月）	 体をうごかして遊ぼう（1歳半～）／あい	
	 	 アイ
6月2日（火）	 体をうごかして遊ぼう／江戸崎保健セン	
	 	 ター
6月3日（水）	 体をうごかして遊ぼう／東保健センター
6月4日（木）	 体をうごかして遊ぼう／桜川保健センター
6月5日（金）	 ママとあそぼう（6か月～1歳半）／あい	
	 	 アイ
6月13日（土）	 ちびっこ運動会／新利根体育館（午前10	
	 	 時〜）

6月22日（月）	 ベビーマッサージ（6か月まで）／あいアイ
6月24日（水）	 すくすくday ／東保健センター
6月25日（木）	 誕生会（6月生まれ）／あいアイ
※ちびっこ運動会については広報5月号をご覧ください。
つばさ
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）　▽要予約

子どもは“おはなし”が大すき！
あいアイでは、毎日午前と午後の２回、
絵本や紙芝居の読み聞かせを行ってい
ます。
　子どもは、本を読んでもらうことが
大好きです。幼い頃にたくさん本を読
み聞かせてしてもらった子どもは多く
の感動を味わい、本の世界の楽しさを
知ります。そして、豊かな心をもった
本の好きな人に成長していきます。
■おはなしタイム

あいアイ

つばさ・ひまわり

“梅雨時でも、お部屋で楽しく”
使い方によっては、意外と強い新聞紙
を使っていろいろな遊びを楽しんでみ
ませんか！ !

午前11時40分～正午／午後3時40
分～ 4時

～新聞紙で遊ぼう～（年齢別広場）
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●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

　　　新利根・桜川地区総合健診申込
新利根および桜川地区で総合健診を行います。健診受診希
望の方は稲敷市健康増進課（ふれあいセンター）まで電話ま
たは来所にて申込ください。
　詳細については平成21年度稲敷市保健行事予定表をご
覧ください。また、がん検診については対象年齢になって
いる方はどなたでも受診できます。
■新利根地区
▽実施日：7月25日（土）、26日（日）、27日（月）
▽会場：ふれあいセンター
▽申込受付：6月10日（水）、11日（木）　午前8時30分〜
午後5時15分
■桜川地区
▽実施日：8月6日（木）、7日（金）、8日（土）
▽会場：桜川保健センター
▽申込受付：6月17日（水）、18日（木）　午前8時30分〜
午後5時15分

健診についてＱ＆Ａ
Q1：総合健診と地区健診の違いは何ですか？
A：胃がん検診と腹部超音波検診が項目にあるかないかで
す。
　総合健診については、胃がん・腹部超音波検診がありま
す。早朝（午前7時）よりの健診受付となります。健診人数に
限りがありますので、事前予約が必要です。また、健診会場

6、7月の行事予定

についても保健センターのみとなります。
　地区健診については、胃がん検診と腹部超音波検診があ
りません。健診予約についても必要ありません。当日直接
会場へお越しください。会場については、保健センターだ
けでなく地域の公民館やコミュニティーセンターがありま
す。
　大腸がん検診をご希望の方は、事前に検体を採取する容
器を郵送いたしますので、地区健診をご希望でも申し込み
が必要です。

Q2：食事は食べてもいいですか？
A：検査項目によっては、結果に影響がありますので、でき
れば検査前10時間は食事なしでお願いいたします。

　　　小学4年生の日本脳炎予防接種
小学４年生は、日本脳炎予防接種の２期の対象となる時期
です。
　しかし日本脳炎予防接種は、重症な副反応との関連が疑
われ、平成17年から厚生労働省より接種の差し控えの勧
告がだされています。特に日本脳炎流行地へ渡航する場合
や蚊に刺されやすい環境にある場合など、保護者が希望す
る際は、効果および副反応の説明について同意をした上で、
接種することができます。病院での個別接種となりますが、
必要書類がありますので、健康増進課までお問い合わせく
ださい。

■ポリオ
▽東保健センター：6月22日（月）　▽
江戸崎保健センター：7月17日（金）
■MR
▽東保健センター：7月27日（月）
マタニティスクール
▽江戸崎保健センター：7月9日（木）
離乳食相談（予約制）　

詳しくは3月に配布した、すくすくカ
レンダーをご覧ください。
予防接種（予約制、定員有）

■三種混合
▽東保健センター：6月17日（水）、7
月16日（木）

▽桜川保健センター：6月19日（金）　
▽江戸崎保健センター：7月17日（金）
献血
▽江戸崎ショッピングセンターパン
プ：7月1日（水）　午前10時～午後4
時
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ふ
る
さ
と
探
訪
　
第
40
回

　「
稲
敷
の
奉
納
相
撲
展
」に
寄
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
内
山
純
子

昨
年
十
一
月
か
ら
歴
史
民
俗
資

料
館
で
行
れ
た
「
稲
敷
の
奉
納

相
撲
～
若
い
衆
か
ら
子
供
達
へ

～
」
を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
。

写
真
パ
ネ
ル
や
奉
納
額
な
ど
に

よ
っ
て
、
稲
敷
地
方
の
奉
納
相

撲
の
実
態
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

相
撲
の
歴
史
は
古
く
、
弥
生

時
代
の
土
偶
や
古
墳
時
代
の
埴

輪
な
ど
に
相
撲
の
形
を
し
た
遺

品
が
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
広

く
人
び
と
に
愛
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
か
ら
で

す
。江
戸
時
代
に
な
り
戦
乱
が

お
さ
ま
る
と
、
諸
大
名
は
抱
え

力
士
た
ち
を
屋
敷
の
広
庭
に
集

め
て
相
撲
を
見
物
す
る
の
を
格

別
の
楽
し
み
と
し
ま
し
た
。ま

た
江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
、

相
撲
興
行
は
庶
民
の
娯
楽
と
し

て
人
気
を
集
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

稲
妻
雷
五
郎
は
こ
う
し
た
時

代
の
横
綱
で
し
た
。享
和
二
年

（
一
八
〇
二
）
阿
波
崎
村
（
稲
敷

市
阿
波
崎
）
に
生
ま
れ
、
文
政

四
年
（
一
八
二
一
）
二
月
に
初
土

俵
を
踏
ん
で
い
ま
す
。同
六
年

二
月
十
両
筆
頭
に
進
み
、
出
雲

国
松
江
藩
の
お
抱
え
力
士
と
な

り
、
七
年
正
月
稲
妻
雷
五
郎
と

改
め
て
い
ま
す
。七
代
横
綱
に

推
さ
れ
た
の
は
文
政
十
二
年

（
一
八
二
九
）九
月
で
す
。

　

庶
民
の
最
大
の
娯
楽
と
し
て

人
気
を
集
め
た
相
撲
興
行
で
し

た
が
、
江
戸
時
代
前
半
期
に
は

民
衆
を
対
象
に
し
た
辻
相
撲
は

幕
府
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
、
寺

社
修
復
や
往
還
橋
修
復
な
ど
の

名
目
が
立
て
ら
れ
た
勧
進
相
撲

だ
け
が
許
可
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

稲
敷
地
方
の
相
撲
は
江
戸
時
代

か
ら
続
い
て
い
る
も
の
も
あ
る

よ
う
で
す
が
、
す
べ
て
神
社
の

祭
礼
に
奉
納
す
る
相
撲
と
し
て
、

現
在
に
引
継
が
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

企
画
展
展
示
に
先
立
ち
、
担

当
の
板
橋
さ
ん
に
、
古
渡
峯
の

熊
野
神
社
境
内
で
行
れ
た
奉
納

相
撲
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。午
前
中
に
神
主
さ

ん
に
よ
る
祭
礼
の
儀
式
が
行
れ

て
お
り
、
境
内
は
清
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

午
後
二
時
頃
か
ら
子
ど
も
達

が
集
ま
り
、
次
々
に
相
撲
が
と

ら
れ
ま
し
た
。女
の
子
も
男
の

子
に
負
け
ず
、
元
気
に
取
組
ん

で
い
る
姿
は
ほ
ほ
え
ま
し
い
も

の
で
し
た
。お
じ
い
さ
ん
・
お

ば
あ
さ
ん
、
お
父
さ
ん
・
お
母

さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
子
ど
も

の
相
撲
を
応
援
し
て
い
る
姿
に
、

伝
統
あ
る
奉
納
相
撲
を
護
っ
て

い
こ
う
と
す
る
古
渡
の
人
び
と

の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

峯
熊
野
神
社
は
、
鎌
倉
時
代

の
文
治
年
間
（
一
一
八
五
～
九

〇
）
に
、
紀
伊
国
熊
野
別
当
堪

増
法
眼
が
勧
請
し
た
と
伝
え
ま

す
。戦
国
時
代
に
は
江
戸
崎
城

主
土
岐
氏
の
帰
依
が
あ
り
、
永

禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
五
月
二

日
土
岐
治
英
に
よ
り
社
殿
が
造

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
古
渡
村
は
旱
魃
で
苦
し

む
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

熊
野
宮
側
の
大
椎
の
空
洞
に
住

む
三
つ
目
の
白
蛇
（
三
目
大
権

現
）
に
雨
を
祈
願
し
て
、
そ
の

災
い
を
逃
れ
た
と
伝
え
ま
す
。

　

こ
う
し
て
古
い
由
緒
を
も
つ

神
社
を
村
の
鎮
守
と
し
て
尊
崇

し
な
が
ら
生
活
し
て
い
た
人
び

と
が
、
秋
の
収
穫
を
感
謝
し
て
、

祭
礼
に
相
撲
を
奉
納
し
た
の
が

は
じ
め
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

境
内
で
は
稲
穂
を
燃
や
し
焚

火
を
し
て
お
り
、
私
達
に
ま
で

お
い
し
い
お
に
ぎ
り
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

稲
敷
市
内
で
は
浮
島
姫
宮
神

社
、浮
島
清
光
寺（
境
内
弁
財
天
）、

堀
川
八
幡
神
社
、
柴
崎
愛
宕
神

社
、
下
馬
渡
毘
沙
門
堂
、
古
渡

八
幡
神
社
、
江
戸
崎
荒
宿
鹿
島

神
社
な
ど
で
も
祭
礼
に
奉
納
相

撲
が
行
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

神
前
で
の
奉
納
相
撲
は
、
娯
楽

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
秋
の
収

穫
を
感
謝
す
る
鎮
守
神
へ
の
信

仰
を
あ
ら
わ
す
も
の
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。相
撲
の
存
続
と
と

も
に
、
奉
納
す
る
神
社
の
由
緒

や
、
相
撲
の
歴
史
な
ど
も
、
親

か
ら
子
ど
も
達
に
伝
え
て
い
っ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２

９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

古
渡
熊
野
神
社
の
子
供
相
撲

大
檀
越
土
岐
大
膳
大
夫
源
朝
臣
治
英
（
花
押
影
）

奉
再
造
南
閻
浮
提
扶
桑
朝
常
陽
東
条
之
庄
峯
熊
野
権
現
宝
閣
壱
宇

永
禄
龍
集
戊
辰
仲
夏
初
二
日

　役
人
石
田
播
磨
守
成
信

嫡
子
与
太
郎

東
条
古
渡
智
福
院
熊
野
権
現
棟
札 

写
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ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

さ
く
ら
咲
く
里
に
生
れ
て
人
を
診
る	

坂
本
美
園（
戸
張
）

春
愁
や
彩
り
変
へ
ぬ
五
色
沼	

溝
口
民
城（
高
田
）

ゆ
る
や
か
に
落
花
水
面
に
と
ど
く
ま
で	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

無
住
寺
の
さ
く
ら
楽
し
む
我
白
寿	

岡
沢
一
歩（
羽
賀
）

昼
顔
の
紅
の
う
す
さ
よ
風
の
道	

青
木
富
喜
代（
月
出
里
）

花
馬
酔
木
越
え
て
さ
ざ
波
聞
こ
え
く
る	

岡
村
敏
子（
新
山
）

日
和
よ
く
花
の
命
の
長
か
り
し	

中
條
や
い
子（
大
宿
）

春
驟
雨
去
り
て
下
校
児
に
ぎ
や
か
に	

川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

海
棠
の
紅
に
染
ま
り
し
古
刹
か
な	

宮
本
芳
子（
切
通
）

紫
木
蓮
色
の
濃
す
ぎ
に
厭
い
て
居
り	

石
井
忠（
橋
向
）

つ
く
ば
い
の
水
飲
み
て
発
つ
雀
の
子	

福
本
き
み
え（
新
山
）

鞦
韆
に
揺
れ
る
児
の
か
げ
日
足
伸
ぶ	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

桜
散
る
な
か
軽
や
か
に
調
教
馬	
山
口
須
美
子（
上
君
山
）

稲
敷
の
桜
巡
り
し
一
日
か
な	
金
野
み
ど
り（
小
角
）

野
の
風
も
彩
り
の
な
か
山
笑
ふ	

細
川
悦
子（
荒
宿
）

春
の
月
ま
ん
ま
る
に
上
げ
昏
れ
な
ず
む	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

小
気
味
よ
く
鍬
の
手
よ
ぎ
る
つ
ば
く
ら
め	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

麗
ら
か
や
種
蒔
く
夫
の
鍬
軽
し	

高
柳
幸
子（
古
渡
）

一
日
が
花
の
話
題
で
ほ
の
ぼ
の
と	

松
田
雪
江（
須
賀
津
）

投
票
所
桜
満
開
市
長
選	

坂
本
き
よ
子（
下
馬
渡
）

全
身
で
朝
の
挨
拶
入
学
児	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

時
な
ら
ぬ
雪
化
粧
し
て
遠
筑
波	

山
崎
幸
子（
浮
島
）

夜
の
雨
花
屑
一
つ
残
さ
ざ
り	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

高
齢
の
患
者
ば
か
り
の
長
椅
子
に
吾
も
混
じ
り
て
順
番
を
待
つ	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

笑
み
顔
の
い
つ
も
絶
え
な
い
子
の
眠
る
墓
地
に
つ
め
た
く
春
の
雨
降
る	

内
田
君
代（
沼
田
）

春
一
番
に
背
を
押
さ
れ
つ
つ
行
く
道
に
空
缶
か
ら
こ
ろ
後
よ
り
つ
き
く
る	

小
嶋
ふ
く
江（
大
宿
）

待
ち
待
ち
し
夜
の
桜
の
三
分
咲
き
望
月
に
照
る
桜は

な花
の
す
が
し
さ	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

ミ
サ
イ
ル
の
発
射
時
間
も
う
と
く
い
て
マ
ニ
キ
ュ
ア
見
せ
合
う
少
女
ら
笑
う	

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

花
待
て
ず
逝
き
に
し
妻
の
分
ま
で
も
さ
く
ら
花
観
る
眼
ま
な
こ

凝こ

ら
し
て	

根
本
正
直（
門
前
）

久
久
に
友
等
と
会
え
ば
積
り
た
る
話
は
尽
き
ず
一ひ
と
ひ日
短
き	

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

娘
ら
と
し
ば
し
の
別
れ
里
帰
り
一
人
の
声
が
部
屋
に
し
み
入
る	

山
本
彰
治（
高
田
）

癌
に
な
る
の
は
厭
で
す
と
い
う
野
良
猫
は
焦
げ
し
魚
の
み
食
わ
ず
に
去
り
ぬ	

及
川
良
三（
佐
倉
）

水
鏡
な
し
て
田
の
面
は
大
空
の
ふ
か
ぶ
か
と
澄
む
青
を
映
せ
り	

永
長
小
夜（
古
渡
）

株
の
損
を
整
理
に
来
れ
ば
銀
行
の
分
厚
い
ド
ア
が
厳
か
に
開あ

く	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

め
く
る
め
く
時
の
流
れ
は
と
ど
ま
ら
ず
今
日
の
一ひ
と
ひ日
も
す
ぎ
て
ゆ
く
の
み	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

さ
く
ら
花
び
ら
庭
に
散
り
し
く
耀か
が
やき
を
風
呂
に
浮
か
べ
て
名
残
り
華
や
ぐ	

福
田
雅
子（
上
根
本
）

凛
と
し
て
素
枯
る
る
庭
に
色
そ
え
て
蕾
を
い
だ
く
芍
薬
の
艶え
ん	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

長
堤
の
桜
巡
り
て
人
憩
う
風
た
お
や
か
に
花
筏
浮
く	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

銀
色
に
輝
く
ハ
ウ
ス
張
り
終
え
て
さ
あ
今
年
も
と
心
が
は
ず
む	

岡
野
千
恵
子（
伊
佐
津
）

藪
中
に
姿
か
く
し
て
う
ぐ
い
す
の
二
度
囀
り
ぬ
し
じ
ま
破
り
て	

黒
田
定
子（
下
須
田
）

そ
こ
こ
こ
に
辛
夷
の
花
の
目
立
ち
つ
つ
苗
木
配
り
し
町
長
偲
ば
ゆ	

山
口
朋
子（
結
佐
）

た
わ
い
無
く
過
ぎ
ゆ
く
日
々
の
幸
せ
を
な
お
さ
ら
思
う
六
十
路
を
越
え
て	

根
本
邦
子（
押
砂
）

幼
児
よ
黄よ
も
つ泉
平ひ
ら
さ
か坂
険
し
く
ば
還
つ
て
お
い
で
よ
夢
に
な
り
と
も	

山
根
三
千
人（
西
代
）

そ
ぼ
濡
れ
し
子
猫
二
匹
の
寄
り
添
い
て
声
も
嗄
れ
た
り
午
後
の
バ
ス
停
に	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

嘘
つ
か
ぬ
鏡
に
向
き
て
朝
ご
と
に
化
粧
忘
れ
ず
を
み
な
の
孫
は	

小
泉
實（
福
田
）

補
聴
器
を
ぬ
け
ば
音
消
ゆ
楽
し
く
も
寝
物
語
の
で
き
ず
な
り
た
り	

大
野
キ
ヌ（
清
久
島
）
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「おはようございます」毎朝、児童の明
るい声とボランティアによる昇降口掃
除の児童の姿で１日が始まります。
　本校は、昨年度より、コミュニケー
ション力を高め、自分を表現する力の
育成に取り組んでいます。
そのために
1気持ちのよいあいさつ
人とコミュニケーションをとるために
は、挨拶からスタート。笑顔で明るく
挨拶ができる児童を目指しています。

2コニュニケーションタイム
朝の時間に、コニュニケーションタイ
ムを取り入れ、ゲームやスピーチを通
して、友達の輪を広げています。
3地域の方と一緒に
総合的な学習や各教科において、祖父
母や地域の方による「レンコン作り」
や「ミシンの使い方」「夜空観測」など、
地域の方とのふれあいを通して、自分
を表現する力を育てています。
　これからも、学校・家庭・地域が共

学び舎・いん・稲敷　no.11　浮島小学校　児童数：86人（5月1日現在）

笑顔いっぱい　友達いっぱい　ふれあいいっぱい

に支え合いながら、浮島小の子を育
てていきたいと考えております。

ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで

編集後記　▽どこの田んぼにもミシンの縫い目のように規則正しく苗が植えられ、ゴールデン
ウイークもあっという間に過ぎてしまったこの時期、「そうだ！梅雨が来る前に海に行こう」と
思ってしまったのは私だけ？（i）　▽友達とゴルフの打ちっぱなしへ。なかなか真っすぐ飛び
ません。もう少し練習して、できなければ、やめます。（栗）

▲地域の方のボランティア

至和田公園至和田公園

浮島郵便局浮島郵便局

浮島小学校浮島小学校駐在所駐在所

至
潮
来
市

至
潮
来
市

至
古
渡

至
古
渡
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